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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティング・デバイスによる方法であって、
　オンライン・ソーシャル・ネットワークのカード・スタック・インタフェースにアクセ
スするための第１のユーザによる入力を前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの前
記第１のユーザのクライアント・デバイスから受け取る工程と、
　複数のカードを生成する工程であって、各カードは、前記オンライン・ソーシャル・ネ
ットワークのカードアグリゲータ・モジュールからの提案検索クエリを備え、各提案検索
クエリは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられているクエリ－ド
メインと、１以上のクエリ－フィルタと、を参照する複数の語を備え、前記クエリ－フィ
ルタは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの１以上のオブジェクトと、前記１
以上のオブジェクトの１以上のオブジェクト属性と、を参照し、各カードは、前記提案検
索クエリに対応する１以上の検索結果をさらに備え、各検索結果は、前記カードの提案検
索クエリに一致し、かつ、前記提案検索クエリに関連付けられている前記クエリ－ドメイ
ン内にある、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの１つのオブジェクトを参照し
、前記オブジェクトは、対応する前記カードの前記提案検索クエリに関連付けられている
前記クエリ－フィルタの各々に一致する前記検索結果に対応する、工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースを、前記第１のユーザに表示するために前記第
１のユーザによる前記入力に応答して、前記クライアント・デバイスに送る工程であって
、前記カード・スタック・インタフェースは、生成された前記カードの１以上を備える、
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工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースの特定のカードに第１のクエリ－フィルタを適
用する入力を前記第１のユーザから受け取る工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースの１以上の他のカードに対する前記クエリ－フ
ィルタを修正して、前記第１のクエリ－フィルタを前記１以上の他のカードに適用する工
程と、
を備える方法。
【請求項２】
　複数のノードと、前記ノード同士をつなげる複数のエッジとを備えるソーシャル・グラ
フにアクセスする工程であって、２つのノード間の前記エッジの各々は、２つの前記ノー
ド間の関係を表し、それらの間の単一の分離度を確立し、前記ノードは、
　　前記第１のユーザに対応する第１のノード、および、
　　各々が、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの複数のオブジェクトに対応す
る、複数の第２のノードを備える、工程をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　各クエリフィルタは、前記複数のノードのうちの１以上のノードまたは前記複数のエッ
ジのうちの１以上のエッジを参照する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　各検索結果は、前記複数の第２のノードのうち、前記カードの前記提案検索クエリに一
致する１つの第２のノードを参照する、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　各提案検索クエリは、前記複数のノードのうちの１以上のノードと、前記複数のエッジ
のうちの１以上のエッジとに対する参照を備える構造化クエリである、請求項２に記載の
方法。
【請求項６】
　１以上のユーザ・エンゲージメント・ファクタに基づいて、生成された各カードについ
てユーザ・エンゲージメント・スコアを計算する工程であって、生成された各カードに対
する前記ユーザ・エンゲージメント・スコアは、前記カードに前記第１のユーザが関る確
率の尺度であり、前記カード・スタック・インタフェースの各カードは、しきい値ユーザ
・エンゲージメント・スコアよりも大きなユーザ・エンゲージメント・スコアを有する、
工程をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、前記第１のユーザの人口統計情報、現在
の情報、およびソーシャル・グラフ情報のうちの１以上を備える、請求項６に記載の方法
。
【請求項８】
　前記ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワ
ークの前記オブジェクトの１以上に関して第２のユーザのソーシャル・グラフ情報を備え
、前記第２のユーザは、前記第１のユーザの人口統計情報に共通する人口統計情報の少な
くともサブセットを有する、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、生成された前記カードの前記クエリ－フ
ィルタによって参照された１以上のオブジェクトに対する前記第１のユーザのソーシャル
・グラフ親和性を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記カード・スタック・インタフェースの各カードは、前記カードの提案検索クエリに
１以上のクエリ－フィルタを適用するか、または修正するよう動作可能な１以上の対話要
素を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記カード・スタック・インタフェースの以前に表示されたカードのスワイプに対応す
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る入力を前記第１のユーザから検出したことに応答して、前記カード・スタック・インタ
フェースは、後続のカードを前記第１のユーザに対して表示するよう動作可能であり、前
記後続のカードは、以前に表示された前記カードと同じクエリ－ドメインおよび１以上の
異なるクエリ－フィルタを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記カード・スタック・インタフェースの前記１以上のカードは、１以上のカード・ク
ラスタとして表示される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記オブジェクト属性は、オブジェクトのメタデータまたは前記オブジェクトを説明す
る特性を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記カード・スタック・インタフェースの前記カードの少なくとも１つは、前記第１の
ユーザの検索履歴に基づいて選択されたクエリ－フィルタを参照する提案検索クエリを備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記カード・スタック・インタフェースは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワー
クに関連付けられているネイティブ・アプリケーションのユーザ・インタフェースとして
表示される、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記カード・スタック・インタフェースは、ブラウザ・クライアントによってアクセス
されるソーシャル・ネットワーキング・システムのウェブページとして表示される、請求
項１に記載の方法。
【請求項１７】
　ソフトウェアを含む１以上の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体であって、前記ソフ
トウェアは、実行されたとき、
　オンライン・ソーシャル・ネットワークのカード・スタック・インタフェースにアクセ
スするための第１のユーザによる入力を前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの前
記第１のユーザのクライアント・デバイスから受け取る工程と、
　複数のカードを生成する工程であって、各カードは、前記オンライン・ソーシャル・ネ
ットワークのカードアグリゲータ・モジュールからの提案検索クエリを備え、各提案検索
クエリは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられているクエリ－ド
メインと、１以上のクエリ－フィルタと、を参照する複数の語を備え、前記クエリ－フィ
ルタは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの１以上のオブジェクトと、前記１
以上のオブジェクトの１以上のオブジェクト属性と、を参照し、各カードは、前記提案検
索クエリに対応する１以上の検索結果をさらに備え、各検索結果は、前記カードの提案検
索クエリに一致し、かつ、前記提案検索クエリに関連付けられている前記クエリ－ドメイ
ン内にある、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの１つのオブジェクトを参照し
、前記オブジェクトは、対応する前記カードの前記提案検索クエリに関連付けられている
前記クエリ－フィルタの各々に一致する前記検索結果に対応する、工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースを、前記第１のユーザに表示するために前記第
１のユーザによる前記入力に応答して、前記クライアント・デバイスに送る工程であって
、前記カード・スタック・インタフェースは、生成された前記カードの１以上を備える、
工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースの特定のカードに第１のクエリ－フィルタを適
用する入力を前記第１のユーザから受け取る工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースの１以上の他のカードに対する前記クエリ－フ
ィルタを修正して、前記第１のクエリ－フィルタを前記１以上の他のカードに適用する工
程と、
を行うように動作可能である、記憶媒体。
【請求項１８】
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　１以上のプロセッサと、前記プロセッサによって実行可能な命令を備え、前記プロセッ
サに結合されているメモリとを備え、前記プロセッサは、前記命令を実行したとき、
　オンライン・ソーシャル・ネットワークのカード・スタック・インタフェースにアクセ
スするための第１のユーザによる入力を前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの前
記第１のユーザのクライアント・デバイスから受け取る工程と、
　複数のカードを生成する工程であって、各カードは、前記オンライン・ソーシャル・ネ
ットワークのカードアグリゲータ・モジュールからの提案検索クエリを備え、各提案検索
クエリは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられているクエリ－ド
メインと、１以上のクエリ－フィルタと、を参照する複数の語を備え、前記クエリ－フィ
ルタは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの１以上のオブジェクトと、前記１
以上のオブジェクトの１以上のオブジェクト属性と、を参照し、各カードは、前記提案検
索クエリに対応する１以上の検索結果をさらに備え、各検索結果は、前記カードの提案検
索クエリに一致し、かつ、前記提案検索クエリに関連付けられている前記クエリ－ドメイ
ン内にある、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの１つのオブジェクトを参照し
、前記オブジェクトは、対応する前記カードの前記提案検索クエリに関連付けられている
前記クエリ－フィルタの各々に一致する前記検索結果に対応する、工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースを、前記第１のユーザに表示するために前記第
１のユーザによる前記入力に応答して、前記クライアント・デバイスに送る工程であって
、前記カード・スタック・インタフェースは、生成された前記カードの１以上を備える、
工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースの特定のカードに第１のクエリ－フィルタを適
用する入力を前記第１のユーザから受け取る工程と、
　前記カード・スタック・インタフェースの１以上の他のカードに対する前記クエリ－フ
ィルタを修正して、前記第１のクエリ－フィルタを前記１以上の他のカードに適用する工
程と、
を行うように動作可能である、システム。
【請求項１９】
　前記提案検索クエリに関連付けられている前記クエリ－フィルタは、特定のソーシャル
・グラフのエンティティへの参照または特定のメタデータもしくはオブジェクト属性への
参照を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記命令を実行したとき、
　複数のノードと、前記ノード同士をつなげる複数のエッジとを備えるソーシャル・グラ
フにアクセスする工程であって、２つのノード間の前記エッジの各々は、２つの前記ノー
ド間の関係を表し、それらの間の単一の分離度を確立し、前記ノードは、
　　前記第１のユーザに対応する第１のノード、および、
　　各々が、前記オンライン・ソーシャル・ネットワークの複数のオブジェクトに対応す
る、複数の第２のノードを備える、工程を行うようにさらに動作可能である、請求項１８
に記載のシステム。
【請求項２１】
　各クエリフィルタは、前記複数のノードのうちの１以上のノードまたは前記複数のエッ
ジのうちの１以上のエッジを参照する、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　各検索結果は、前記複数の第２のノードのうち、前記カードの前記提案検索クエリに一
致する１つの第２のノードを参照する、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２３】
　各提案検索クエリは、前記複数のノードのうちの１以上のノードと、前記複数のエッジ
のうちの１以上のエッジとに対する参照を備える構造化クエリである、請求項２０に記載
のシステム。
【請求項２４】
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　前記プロセッサは、前記命令を実行したとき、
　１以上のユーザ・エンゲージメント・ファクタに基づいて、生成された各カードについ
てユーザ・エンゲージメント・スコアを計算する工程であって、生成された各カードに対
する前記ユーザ・エンゲージメント・スコアは、前記カードに前記第１のユーザが関る確
率の尺度であり、前記カード・スタック・インタフェースの各カードは、しきい値ユーザ
・エンゲージメント・スコアよりも大きなユーザ・エンゲージメント・スコアを有する、
工程を行うようにさらに動作可能である、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、前記第１のユーザの人口統計情報、現在
の情報、およびソーシャル・グラフ情報のうちの１以上を備える、請求項２４に記載のシ
ステム。
【請求項２６】
　前記ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワ
ークの前記オブジェクトの１以上に関して第２のユーザのソーシャル・グラフ情報を備え
、前記第２のユーザは、前記第１のユーザの人口統計情報に共通する人口統計情報の少な
くともサブセットを有する、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、生成された前記カードの前記クエリ－フ
ィルタによって参照された１以上のオブジェクトに対する前記第１のユーザのソーシャル
・グラフ親和性を備える、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記カード・スタック・インタフェースの各カードは、前記カードの提案検索クエリに
１以上のクエリ－フィルタを適用するか、または修正するよう動作可能な１以上の対話要
素を備える、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記カード・スタック・インタフェースの以前に表示されたカードのスワイプに対応す
る入力を前記第１のユーザから検出したことに応答して、前記カード・スタック・インタ
フェースは、後続のカードを前記第１のユーザに対して表示するよう動作可能であり、前
記後続のカードは、以前に表示された前記カードと同じクエリ－ドメインおよび１以上の
異なるクエリ－フィルタを有する、請求項１８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記カード・スタック・インタフェースの前記１以上のカードは、１以上のカード・ク
ラスタとして表示される、請求項１８に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記オブジェクト属性は、オブジェクトのメタデータまたは前記オブジェクトを説明す
る特性を含む、請求項１８に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記カード・スタック・インタフェースの前記カードの少なくとも１つは、前記第１の
ユーザの検索履歴に基づいて選択されたクエリ－フィルタを参照する提案検索クエリを備
える、請求項１８に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記カード・スタック・インタフェースは、前記オンライン・ソーシャル・ネットワー
クに関連付けられているネイティブ・アプリケーションのユーザ・インタフェースとして
表示される、請求項１８に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記カード・スタック・インタフェースは、ブラウザ・クライアントによってアクセス
されるソーシャル・ネットワーキング・システムのウェブページとして表示される、請求
項１８に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記提案検索クエリに関連付けられている前記クエリ－フィルタは、特定のソーシャル
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・グラフのエンティティへの参照または特定のメタデータもしくはオブジェクト属性への
参照を備える、請求項１８に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般にソーシャル・グラフ、およびソーシャル・ネットワーキング環境内で
オブジェクトを求めて検索を実施することに関し、特にコンピュータによって実施される
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザからの入力と共に、ソーシャル・
ネットワーキング・システム内でそのユーザに関連付けられているユーザ・プロフィール
を作成し記憶する。ユーザ・プロフィールは、人口統計情報、通信チャネル情報、および
ユーザの個人的関心に関する情報を含んでもよい。また、ソーシャル・ネットワーキング
・システムは、ユーザからの入力と共に、ソーシャル・ネットワーキング・システムの他
のユーザとのユーザの関係の記録を作成および記憶し、サービス（たとえば、ウォール投
稿、写真の共有、イベントの主催、メッセージング、ゲーム、または広告）を提供し、ユ
ーザ間またはユーザの間でのソーシャル対話を容易にする。
【０００３】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、１または複数のネットワークを通じて、
そのサービスに関係するコンテンツまたはメッセージをユーザの移動体コンピューティン
グ・デバイスまたは他のコンピューティング・デバイスに送信する。ユーザは、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム内のそのユーザのユーザ・プロフィールおよび他のデー
タにアクセスするために、ユーザの移動体コンピューティング・デバイスまたは他のコン
ピューティング・デバイス上にソフトウェア・アプリケーションをインストールしてもよ
い。ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザにつながっている他のユーザの
集約されたストーリのニュース・フィードなど、コンテンツ・オブジェクトのパーソナラ
イズされたセットを生成し、ユーザに対して表示してもよい。
【０００４】
　ソーシャル・グラフ解析は、社会的関係をノードおよびエッジからなるネットワーク理
論で表して見る。ノードは、ネットワーク内の個別のアクタを表し、エッジは、アクタ間
の関係を表す。得られるグラフベースの構造は、しばしば非常に複雑である。多数のタイ
プのノード、およびノードをつなげるための多数のタイプのエッジがあり得る。その最も
単純な形態では、ソーシャル・グラフは、調査されるすべてのノード間の関連のエッジの
すべてのマップである。
【０００５】
　スマートフォン、タブレット・コンピュータ、あるいはラップトップ・コンピュータな
どのモバイル・コンピューティング・デバイスは、ＧＰＳ受信機、コンパス、または、ジ
ャイロスコープなどの、そのロケーション、方向、あるいは向きを測定するための機能を
備える。この装置は、ブルートゥース通信、近距離無線通信（ＮＦＣ）、赤外線（ＩＲ）
通信、あるいは無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）や携帯電話ネットワー
クとの通信などの無線通信用の機能をさらに含む。この装置は、１つ以上のカメラ、スキ
ャナ、タッチ・スクリーン、マイクロフォン、あるいはスピーカをさらに含む。モバイル
・コンピューティング・デバイスは、ゲーム、ウェブ・ブラウザや、ソーシャルネットワ
ーキング・アプリケーションなどのソフトウェア・アプリケーションの実行も行う。ソー
シャルネットワーキング・アプリケーションにより、ユーザはソーシャル・ネットワーク
における他のユーザとつながり、情報を通信し、共有する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている例示的なネット
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ワーク環境の図。
【図２】例示的なソーシャル・グラフの図。
【図３】例示的なモバイル・クライアント・システムの図。
【図４】例示的なカード・スタック・インタフェースの図。
【図５】オンライン・ソーシャル・ネットワークの例示的なページの図。
【図６】例示的なカードを生成するための例示的なモジュールの図。
【図７】ユーザのためのカードを生成するための例示的な方法の図。
【図８】例示的なモバイル・クライアント・システム上の例示的なカード・インタフェー
スの例示的なワイヤフレームの図。
【図９】カードをランク付けするための例示的な方法の図。
【図１０】例示的なカード・クラスタの例示的なグループ化の図。
【図１１】カード・クラスタを生成するための例示的な方法の図。
【図１２】例示的なコンピュータ・システムの図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、特定のソーシャル
・グラフ要素に対する参照を含む構造化クエリを生成することができる。これらの構造化
クエリは、たとえば、ユーザによって提供される、またはデフォルトのクエリとして生成
されるテキスト・クエリに応答して生成されてもよい。ユーザのテキスト・クエリに対し
て提案される構造化クエリを提供することによって、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステムは、オンライン・ソーシャル・ネットワークのユーザがソーシャル・グラフ内で表
される要素を求めて、それらのソーシャル・グラフ属性および様々なソーシャル・グラフ
要素に対するそれらの関係に基づいて検索するための強力な方法を提供することができる
。
【０００８】
　特定の実施形態では、カード・スタックは、どのアプリケーションまたはアプリケーシ
ョンのコンテンツがコンピューティング・デバイス上で実行されているかを示す視覚的な
モデルとすることができる。カード・スタックは、コンピューティング・デバイス上にイ
ンストールされたすべてのアプリケーションを表示するランチャと似ているカードを有す
ることができる。特定の実施形態では、ユーザは、たとえば上から下へスワイプすること
、またはコンピューティング・デバイスの「ホーム」ボタンを押すことなど、ジェスチャ
を実施することによってランチャに対応するカードにアクセスすることができる。コンピ
ューティング・デバイス上で実行されるアプリケーション、またはそれらのアプリケーシ
ョンのコンテンツ（たとえば、ソーシャル・ネットワーク上のユーザのプロフィール・ペ
ージまたはウェブ・ブラウザのタブ）は、ランチャ・カードの上方に積まれたカードとし
て表示されてもよい。特定の実施形態では、カード・スタックのカードは、時系列で順序
付けられ、つい最近実行されたアプリケーションがカード・スタック内でより高いところ
にあってもよい。各カードは、それらのカードが画面上でどのように積まれているかに応
じて、カードの露出されたエッジ（縁）上で上へスワイプすること、またはカードの露出
されたエッジ上で引き下げることによってアクセスされてもよい。
【０００９】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、推奨クエリ、およ
び所与のユーザの関心、プリファレンス、または好みに対する手がかりを提供し得る信号
を使用するクエリ・フィルタを用いて「カード」を生成することができる。ソーシャル・
ネットワークは、ユーザに対して表示するために１または複数のカードを備えるユーザ・
インタフェースを提供してもよい。この着想は、ユーザの関心のあるものとなり、ユーザ
にソーシャル・ネットワーキング・システムまたは他のシステム（たとえば、特定の広告
主に関連付けられているシステム、または他のサードパーティ・システム）に関らせる、
またはさらにそれらを探らせることになるカードを生成することである。これは、モバイ
ルの状況（たとえば、ＦＢモバイルに進み、カードを探りたいと望む退屈したユーザ）に



(8) JP 6349423 B2 2018.6.27

10

20

30

40

50

おいて特に有用となり得る。各カードは、特定のドメイン（場所、人、写真など）を表す
ことができ、推奨クエリがそのカードに関連付けられている。１つまたは複数のクエリ・
フィルタをカードの推奨クエリに適用することができる。たとえば、場所カードは、フィ
ルタ・オプション［ロケーション］［タイプ］［サブタイプ］［時］を有することができ
、これらは、［“パロ・アルト”］［“レストラン”］［“中華料理”］［“営業中”］
として選択することができる。フィルタのいくつかは、特定のエンティティ（たとえば、
ソーシャル・ネットワーク内またはソーシャル・ネットワークなしでのオブジェクトに対
する「いいね」の構造化クエリ）に対する参照であってもよく、いくつかのフィルタは、
特定のメタデータまたはオブジェクト属性に関するものであってもよい。
【００１０】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、カードに関連付け
られている特定のドメインまたはフィルタに基づいて「カード」をランク付けすることが
できる。ソーシャル・ネットワークは、各ユーザに適したようにランク付けされた１また
は複数のカードを備えるユーザ・インタフェースを提供することができる。この着想は、
最も関心のあるカードがユーザに提示されることになり、ユーザにソーシャル・ネットワ
ークに関らせ、さらにそれを探らせるようにカードをランク付けすることである。各カー
ドは、推奨クエリ（たとえば、グラフ検索クエリ）およびクエリを修正するための１つま
たは複数のフィルタと共に、特定のドメイン（場所、人、写真など）を表すことができる
。カードは、通知、ニュースフィード・ストーリ、提案ヌル状態クエリとして、スタンド
アロンのアプリケーションにおいて、クライアント・システムのホーム画面上で、または
任意の他の好適な方法を含めて、任意の好適なようにして提示することができることに留
意されたい。
【００１１】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、カードに関連付け
られている特定のドメインまたはフィルタに対するユーザの親和性に基づいて、「ヒント
・カード」をクラスタ化することができる。各カードは、推奨クエリ（たとえば、グラフ
検索クエリ）およびクエリを修正するための１つまたは複数のフィルタと共に、特定のド
メイン（場所、人、写真など）を表すことができる。システムは、ユーザからの入力／ア
クションに基づいてカードに対するフィルタを修正してもよい。換言すれば、ユーザは、
異なるフィルタによりカードを見るためにカードを探索することができる。たとえば、カ
ードをスワイプすることにより、追加のフィルタを適用するためのオプションが現れても
、以前のカードに対する推奨クエリの変形を有するカードが示されてもよい。システムは
、カード対カードの親和性を決定し、次いでこの決定された親和性に基づいてカードを共
にクラスタ化することによって、各ユーザについてカスタマイズされるようにしてカード
をクラスタ化してもよい。目標は、ユーザがソーシャル・ネットワークに関る、またはさ
らにそれを探る気になるように、ユーザにとって関心のあるカードをクラスタ化すること
である。互いに関係するカードをクラスタ化することにより、ユーザには、より楽しいカ
ード・ブラウズ体験が提供され得る。
【００１２】
　上記に開示されている実施形態は例にすぎず、本開示の範囲はそれらに限定されない。
特定の実施形態は、上記に開示されている実施形態の構成要素、要素、特徴、機能、動作
、またはステップのすべてまたは一部を含むことも、含まないこともある。
【００１３】
　本発明による実施形態は、方法、記憶媒体、およびシステムを対象とする添付の特許請
求の範囲に特に開示されており、１つの請求項カテゴリ、たとえば方法に述べられている
特徴は、別の請求項カテゴリ、たとえばシステムにおいても特許請求され得る。
【００１４】
　本発明による一実施形態では、コンピューティング・デバイスによる方法が、複数のノ
ードと、ノード同士をつなげる複数のエッジとを備えるソーシャル・グラフにアクセスす
る工程であって、２つのノード間のエッジの各々は、それらの間の単一の分離度を表し、
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ノードは、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられている第１のユーザに
対応する第１のノード、および各々が、コンセプト、またはオンライン・ソーシャル・ネ
ットワークに関連付けられている第２のユーザに対応する、複数の第２のノードを備える
、工程と、複数のカードを生成する工程であって、各カードは、オンライン・ソーシャル
・ネットワークに関連付けられているクエリ－ドメインと、ゼロまたは１以上のクエリ－
フィルタとを参照する提案クエリを備え、各クエリ－フィルタは、複数のノードのうちの
１以上のノードまたは複数のエッジのうちの１以上のエッジを参照する、工程と、１以上
のユーザ・エンゲージメント・ファクタに基づいて、各カードについてユーザ・エンゲー
ジメント・スコアを計算する工程と、しきい値ユーザ・エンゲージメント・スコアより大
きなユーザ・エンゲージメント・スコアを有する各カードを、第１のユーザによって現在
アクセスされているページ上に表示するために第１のユーザに送る工程とを備える。
【００１５】
　この方法は、特定のカードにクエリ－フィルタを適用する入力を第１のユーザから受け
取る工程と、入力に基づいて１以上の他のカードに対するクエリ－フィルタを修正する工
程とをさらに備えることができる。
【００１６】
　この方法は、以前に表示されたカードのスワイプに対応する入力を第１のユーザから検
出したことに応答して、後続のカードを第１のユーザに対して表示する工程であって、後
続のカードは、以前に表示されたカードと同じクエリ－ドメインおよび１以上の異なるク
エリ－フィルタを有する、工程をさらに備えることができる。
【００１７】
　送られたカードは、１以上のカード・クラスタとして表示させることができる。
　各カード・クラスタのカードは、カードに関連付けられているランキングに基づいて順
序付けられる。
【００１８】
　各カードは、カードに対応する提案クエリに対応する１以上の検索結果のプレビューを
備えることができる。
　各提案クエリは、複数のノードのうちの１以上のノードおよび複数のエッジのうちの１
以上のエッジに対する参照を備える構造化クエリとすることができる。
【００１９】
　構造化クエリによって参照される少なくとも１以上の第２のノードは、ロケーションに
対応することができ、構造化クエリによって参照されるエッジの少なくとも１つは、ロケ
ーションにおけるチェックインに対応することができる。
【００２０】
　構造化クエリによって参照される少なくとも１以上の第２のノードは、コンテンツ・オ
ブジェクトに対応することができ、構造化クエリによって参照されるエッジの少なくとも
１つは、コンテンツ・オブジェクトに対する「いいね」に対応することができる。
【００２１】
　ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、第１のユーザの人口統計情報、現在の情報、
およびソーシャル・グラフ情報のうちの１以上を備えることができる。
　ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、第２のノードの１以上に関して別のユーザの
ソーシャル・グラフ情報を備えることができ、第２のユーザは、第１のユーザの人口統計
情報に共通する人口統計情報の少なくともサブセットを有する。
【００２２】
　この方法は、第１のユーザが現在のロケーションに関して旅行者であるか否かを、現在
のロケーションの第１のユーザの人口統計情報に対する比較に基づいて決定する工程をさ
らに含むことができる。
【００２３】
　ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、構造化クエリによって参照された１以上の第
２のノードに対する第１のユーザのソーシャル・グラフ親和性を備えることができる。
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　提案クエリは、１以上のオブジェクト属性をそれぞれ参照する１以上のクエリ－フィル
タを参照することができる。
【００２４】
　生成されたカードの少なくとも１つは、第１のユーザの検索履歴に基づいて選択された
クエリ－フィルタを参照する提案クエリを備えることができる。
　ページは、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられているネイティブ・
アプリケーションのユーザ・インタフェースとすることができる。
【００２５】
　ページは、ブラウザ・クライアントによってアクセスされるソーシャル・ネットワーキ
ング・システムのウェブページとすることができる。
　特許請求することができる本発明の他の実施形態では、１以上の非一時的なコンピュー
タ可読記憶媒体がソフトウェアを含み、ソフトウェアは、実行されたとき、複数のノード
と、ノード同士をつなげる複数のエッジとを備えるソーシャル・グラフにアクセスするこ
とであって、２つのノード間のエッジの各々は、それらの間の単一の分離度を表し、ノー
ドは、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられている第１のユーザに対応
する第１のノード、および各々が、コンセプト、またはオンライン・ソーシャル・ネット
ワークに関連付けられている第２のユーザに対応する、複数の第２のノードを備えること
、複数のカードを生成することであって、各カードは、オンライン・ソーシャル・ネット
ワークに関連付けられているクエリ－ドメインと、ゼロまたは１以上のクエリ－フィルタ
とを参照する提案クエリを備え、各クエリ－フィルタは、複数のノードのうちの１以上の
ノードまたは複数のエッジのうちの１以上のエッジを参照すること、１以上のユーザ・エ
ンゲージメント・ファクタに基づいて、各カードについてユーザ・エンゲージメント・ス
コアを計算すること、およびしきい値ユーザ・エンゲージメント・スコアより大きなユー
ザ・エンゲージメント・スコアを有する各カードを、第１のユーザによって現在アクセス
されているページ上に表示するために第１のユーザに送ることを行うように動作可能であ
る。
【００２６】
　特許請求することができる本発明の他の実施形態では、システムは、１以上のプロセッ
サと、プロセッサによって実行可能な命令を備え、プロセッサに結合されているメモリと
を備え、プロセッサは、命令を実行したとき、複数のノードと、ノード同士をつなげる複
数のエッジとを備えるソーシャル・グラフにアクセスすることであって、２つのノード間
のエッジの各々は、それらの間の単一の分離度を表し、ノードは、オンライン・ソーシャ
ル・ネットワークに関連付けられている第１のユーザに対応する第１のノード、および各
々が、コンセプト、またはオンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられている
第２のユーザに対応する、複数の第２のノードを備えること、複数のカードを生成するこ
とであって、各カードは、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられている
クエリ－ドメインと、ゼロまたは１以上のクエリ－フィルタとを参照する提案クエリを備
え、各クエリ－フィルタは、複数のノードのうちの１以上のノードまたは複数のエッジの
うちの１以上のエッジを参照すること、１以上のユーザ・エンゲージメント・ファクタに
基づいて、各カードについてユーザ・エンゲージメント・スコアを計算すること、および
しきい値ユーザ・エンゲージメント・スコアより大きなユーザ・エンゲージメント・スコ
アを有する各カードを、第１のユーザによって現在アクセスされているページ上に表示す
るために第１のユーザに送ることを行うように動作可能である。
【００２７】
　本発明の他の実施形態では、１以上の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体がソフトウ
ェアを含み、ソフトウェアは、実行されたとき本発明による方法または上述の実施形態の
いずれかを実施するように動作可能である。
【００２８】
　本発明の他の実施形態では、システムは、１以上のプロセッサと、プロセッサによって
実行可能な命令を備え、プロセッサに結合されているメモリとを備え、プロセッサは、命
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令を実行したとき本発明による方法または上述の実施形態のいずれかを実施するように動
作可能である。
【００２９】
　システム概要
　図１は、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関連付けられている例示的なネッ
トワーク環境１００を示している。ネットワーク環境１００は、ネットワーク１１０によ
って互いにつながっているクライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０を含む。図１は、クライア
ント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０、サードパーテ
ィ・システム１７０、およびネットワーク１１０の特定の構成を示しているが、本開示は
、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０、サ
ードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０の任意の適切な構成を想定し
ている。限定ではなく、例として、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０、およびサードパーティ・システム１７０のうちの複数は、
ネットワーク１１０を迂回して、互いに直接つながることが可能である。別の例として、
クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０、およ
びサードパーティ・システム１７０のうちの複数は、物理的にまたは論理的に、全体とし
てまたは部分的に互いに同一場所に配置されることが可能である。その上、図１は、特定
の数のクライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０
、サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０を示しているが、本開示
は、任意の適切な数のクライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１６０、サードパーティ・システム１７０、およびネットワーク１１０を想定し
ている。限定ではなく、例として、ネットワーク環境１００は、複数のクライアント・シ
ステム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０、サードパーティ・シス
テム１７０、およびネットワーク１１０を含むことができる。
【００３０】
　本開示は、任意の適切なネットワーク１１０を想定している。限定ではなく、例として
、ネットワーク１１０の１つまたは複数の部分は、アド・ホック・ネットワーク、イント
ラネット、エクストラネット、仮想プライベート・ネットワーク（ＶＰＮ）、ローカル・
エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワ
ーク（ＷＡＮ）、無線ＷＡＮ（ＷＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（Ｍ
ＡＮ）、インターネットの一部分、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）の一部分、セルラ電話ネ
ットワーク、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。ネットワーク１１
０は、１つまたは複数のネットワーク１１０を含むことができる。
【００３１】
　リンク１５０は、クライアント・システム１３０、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０、およびサードパーティ・システム１７０を通信ネットワーク１１０に、ま
たは互いにつなげることができる。本開示は、任意の適切なリンク１５０を想定している
。特定の実施形態においては、１つまたは複数のリンク１５０は、１つもしくは複数の有
線リンク（たとえば、デジタル・サブスクライバ・ライン（ＤＳＬ）もしくはデータ・オ
ーバ・ケーブル・サービス・インタフェース仕様（ＤＯＣＳＩＳ）など）、無線リンク（
たとえば、Ｗｉ－Ｆｉもしくはワールドワイド・インターオペラビリティー・フォー・マ
イクロウェーブ・アクセス（ＷｉＭＡＸ）など）、または光リンク（たとえば、同期光ネ
ットワーク（ＳＯＮＥＴ）もしくは同期デジタル階層（ＳＤＨ）など）を含む。特定の実
施形態においては、１つまたは複数のリンク１５０はそれぞれ、アド・ホック・ネットワ
ーク、イントラネット、エクストラネット、ＶＰＮ、ＬＡＮ、ＷＬＡＮ、ＷＡＮ、ＷＷＡ
Ｎ、ＭＡＮ、インターネットの一部分、ＰＳＴＮの一部分、セルラー・テクノロジーベー
スのネットワーク、衛星通信テクノロジーベースのネットワーク、別のリンク１５０、ま
たは複数のそのようなリンク１５０の組合せを含む。リンク１５０は、ネットワーク環境
１００の全体を通じて必ずしも同じである必要はない。１つまたは複数の第１のリンク１
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５０は、１つまたは複数の点において１つまたは複数の第２のリンク１５０とは異なるこ
とが可能である。
【００３２】
　特定の実施形態においては、クライアント・システム１３０は、クライアント・システ
ム１３０によって実装またはサポートされる適切な機能を実行することができる、ハード
ウェア、ソフトウェア、もしくは組み込みロジック・コンポーネント、または複数のその
ような構成要素の組合せを含む電子デバイスであることが可能である。限定ではなく、例
として、クライアント・システム１３０は、デスクトップ・コンピュータ、ノートブック
・コンピュータもしくはラップトップ・コンピュータ、ネットブック、タブレット・コン
ピュータなどのコンピュータ・システム、ｅブック・リーダ、ＧＰＳデバイス、カメラ、
携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルド電子デバイス、セルラ電話、スマートフォン、そ
の他の適切な電子デバイス、またはそれらの任意の適切な組合せを含むことができる。本
開示は、任意の適切なクライアント・システム１３０を想定している。クライアント・シ
ステム１３０は、クライアント・システム１３０のネットワーク・ユーザがネットワーク
１１０にアクセスすることを可能にすることができる。クライアント・システム１３０は
、自分のユーザがその他のクライアント・システム１３０のその他のユーザと通信するこ
とを可能にすることができる。
【００３３】
　特定の実施形態においては、クライアント１３０は、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＩＮＴＥＲ
ＮＥＴ　ＥＸＰＬＯＲＥＲ、ＧＯＯＧＬＥ　ＣＨＲＯＭＥ、またはＭＯＺＩＬＬＡ　ＦＩ
ＲＥＦＯＸ（いずれも登録商標）などのウェブ・ブラウザ１３２を含むことができ、１つ
または複数のアドオン、プラグイン、またはＴＯＯＬＢＡＲもしくはＹＡＨＯＯ　ＴＯＯ
ＬＢＡＲ（登録商標）などのその他の拡張を有することができる。クライアント・システ
ム１３０のユーザは、ウェブ・ブラウザ１３２を特定のサーバ（サーバ１６２、またはサ
ードパーティ・システム１７０に関連付けられているサーバなど）へ導くユニフォーム・
リソース・ロケータ（ＵＲＬ）またはその他のアドレスを入力することができ、ウェブ・
ブラウザ１３２は、ハイパー・テキスト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）要求を生成して、そ
のＨＴＴＰ要求をサーバに通信することができる。サーバは、そのＨＴＴＰ要求を受け入
れて、そのＨＴＴＰ要求に応答して１つまたは複数のハイパー・テキスト・マークアップ
言語（ＨＴＭＬ）ファイルをクライアント・システム１３０に通信することができる。ク
ライアント・システム１３０は、ユーザに提示するためにサーバからのＨＴＭＬファイル
に基づいてウェブページをレンダリングすることができる。本開示は、ネイティブ・アプ
リケーションのユーザ・インタフェースとして提示されるウェブページまたはページを含
む、任意の適切なページ・ファイルを想定している。限定ではなく、例として、ウェブペ
ージは、特定のニーズに従って、ＨＴＭＬファイル、拡張可能ハイパー・テキスト・マー
クアップ言語（ＸＨＴＭＬ）ファイル、または拡張可能マークアップ言語（ＸＭＬ）ファ
イルからレンダリングすることができる。そのようなページは、限定ではなく、例として
、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＪＡＶＡ（登録商標）、ＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　Ｓ
ＩＬＶＥＲＬＩＧＨＴで書かれたスクリプトなどのスクリプト、ＡＪＡＸ（Ａｓｙｎｃｈ
ｒｏｎｏｕｓ　ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）　ａｎｄ　ＸＭＬ）などのマークアッ
プ言語とスクリプトの組合せなどを実行することもできる。本明細書においては、ウェブ
ページへの参照は、適切な場合には、（そのウェブページをレンダリングするためにブラ
ウザが使用することができる）１つまたは複数の対応するウェブページ・ファイルを含み
、その逆もまた同様である。
【００３４】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、オン
ライン・ソーシャル・ネットワークをホストすることができるネットワークアドレス可能
なコンピューティング・システムであることが可能である。ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１６０は、たとえば、ユーザプロフィール・データ、コンセプトプロフィー
ル・データ、ソーシャル・グラフ情報、またはオンライン・ソーシャル・ネットワークに
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関連したその他の適切なデータなどのソーシャルネットワーキング・データを生成するこ
と、記憶すること、受け取ること、および送信することが可能である。ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１６０は、ネットワーク環境１００のその他の構成要素によって
直接、またはネットワーク１１０を通してアクセスされることが可能である。特定の実施
形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数の
サーバ１６２を含むことができる。それぞれのサーバ１６２は、単一のサーバ、または複
数のコンピュータもしくは複数のデータセンターにわたる分散サーバであることが可能で
ある。サーバ１６２は、限定ではなく、例として、ウェブ・サーバ、ニュース・サーバ、
メール・サーバ、メッセージ・サーバ、広告サーバ、ファイル・サーバ、アプリケーショ
ン・サーバ、Ｅｘｃｈａｎｇｅサーバ、データベース・サーバ、プロキシ・サーバ、本明
細書において記述されている機能もしくはプロセスを実行するのに適している別のサーバ
、またはそれらの任意の組合せなど、さまざまなタイプのものであることが可能である。
特定の実施形態においては、それぞれのサーバ１６２は、サーバ１６２によって実装また
はサポートされる適切な機能を実行するためのハードウェア、ソフトウェア、もしくは組
み込みロジック・コンポーネント、または複数のそのような構成要素の組合せを含むこと
ができる。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６４
は、１つまたは複数のデータ・ストア１６４を含むことができる。データ・ストア１６４
は、さまざまなタイプの情報を記憶するために使用されることが可能である。特定の実施
形態においては、データ・ストア１６４内に記憶されている情報は、特定のデータ構造に
従って編成されることが可能である。特定の実施形態においては、それぞれのデータ・ス
トア１６４は、リレーショナル・データベースであることが可能である。本開示は特定の
タイプのデータベースを記述し、例示するが、本開示においては、任意の適切なタイプの
データベースが考えられる。特定の実施形態は、クライアント・システム１３０、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１６０、またはサードパーティ・システム１７０が、
データ・ストア１６４内に記憶されている情報を管理すること、取り出すこと、修正する
こと、追加すること、または削除することを可能にするインタフェースを提供することが
できる。
【００３５】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つ
または複数のソーシャル・グラフを１つまたは複数のデータ・ストア１６４内に記憶する
ことができる。特定の実施形態においては、ソーシャル・グラフは、複数のノード（複数
のユーザ・ノード（各々が、特定のユーザに対応している）、または複数のコンセプト・
ノード（各々が、特定のコンセプトに対応している）を含むことができる）と、ノード同
士をつなげる複数のエッジとを含むことができる。ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１６０は、オンライン・ソーシャル・ネットワークのユーザに、その他のユーザと通
信および対話する能力を提供することができる。特定の実施形態においては、ユーザたち
は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０を通してオンライン・ソーシャル・
ネットワークに参加し、次いで、自分たちがつながりたいと望むソーシャル・ネットワー
キング・システム１６０のその他の複数のユーザにつながり（すなわち、関係）を付加す
ることができる。本明細書においては、「友達」という用語は、ユーザがソーシャル・ネ
ットワーキング・システム１６０を通して、つながり、関連付け、または関係を形成して
いるソーシャル・ネットワーキング・システム１６０のその他の任意のユーザを示すこと
ができる。
【００３６】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ソー
シャル・ネットワーキング・システム１６０によってサポートされるさまざまなタイプの
アイテムまたはオブジェクトに関してアクションを取る能力をユーザに提供することがで
きる。限定ではなく、例として、それらのアイテムおよびオブジェクトは、ソーシャル・
ネットワーキング・システム１６０のユーザが属することが可能であるグループもしくは
ソーシャル・ネットワーク、ユーザが関心を抱く可能性があるイベントもしくはカレンダ
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ー・エントリー、ユーザが使用することができるコンピュータベースのアプリケーション
、ユーザがサービスを通してアイテムを購入もしくは販売することを可能にするトランザ
クション、ユーザが実行することができる広告との対話、またはその他の適切なアイテム
もしくはオブジェクトを含むことができる。ユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１６０において、またはサードパーティ・システム１７０の外部システム（ソー
シャル・ネットワーキング・システム１６０とは別個のものであって、ネットワーク１１
０を通してソーシャル・ネットワーキング・システム１６０に結合されている）によって
表されることが可能である任意のものと対話することができる。
【００３７】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、さま
ざまなエンティティ同士をリンクできることが可能である。限定ではなく、例として、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザたちが互いに対話すること、な
らびにサードパーティ・システム１７０もしくはその他のエンティティからのコンテンツ
を受け取ることを可能にすることができ、またはユーザたちがアプリケーション・プログ
ラミング・インタフェース（ＡＰＩ）もしくはその他の通信チャネルを通じてこれらのエ
ンティティと対話することを可能にすることができる。
【００３８】
　特定の実施形態においては、サードパーティ・システム１７０は、１つもしくは複数の
タイプのサーバ、１つもしくは複数のデータ・ストア、１つもしくは複数のインタフェー
ス（ＡＰＩを含むが、それには限定されない）、１つもしくは複数のウェブ・サービス、
１つもしくは複数のコンテンツ・ソース、１つもしくは複数のネットワーク、または（た
とえば、サーバが通信することができる）その他の任意の適切な構成要素を含むことがで
きる。サードパーティ・システム１７０は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
６０を運営しているエンティティとは異なるエンティティによって運営されることが可能
である。しかしながら、特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０およびサードパーティ・システム１７０は、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１６０またはサードパーティ・システム１７０のユーザにソーシャルネットワ
ーキング・サービスを提供するために互いに連携して機能することができる。この意味に
おいて、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、サードパーティ・システム
１７０などのその他のシステムがインターネットを通してソーシャルネットワーキング・
サービスおよび機能をユーザに提供するために使用することができるプラットフォーム、
またはバックボーンを提供することができる。
【００３９】
　特定の実施形態においては、サードパーティ・システム１７０は、サードパーティ・コ
ンテンツ・オブジェクト・プロバイダを含むことができる。サードパーティ・コンテンツ
・オブジェクト・プロバイダは、コンテンツ・オブジェクトの１つまたは複数のソースを
含むことができ、それらのソースは、クライアント・システム１３０に通信されることが
可能である。限定ではなく、例として、コンテンツ・オブジェクトは、ユーザにとって関
心がある物またはアクティビティに関する情報、たとえば、映画の開始時刻、映画のレビ
ュー、レストランのレビュー、レストランのメニュー、製品の情報およびレビュー、また
はその他の適切な情報などを含むことができる。限定ではなく、別の例として、コンテン
ツ・オブジェクトは、インセンティブ・コンテンツ・オブジェクト、たとえば、クーポン
、ディスカウント・チケット、ギフト券、またはその他の適切なインセンティブ・オブジ
ェクトを含むことができる。
【００４０】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０はまた、
ユーザによって生成されたコンテンツ・オブジェクトを含み、それらのコンテンツ・オブ
ジェクトは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０とのユーザの対話を高める
ことができる。ユーザによって生成されたコンテンツは、ユーザがソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１６０に付加、アップロード、送信、または「投稿」することができ
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る任意のものを含むことができる。限定ではなく、例として、ユーザは、クライアント・
システム１３０からソーシャル・ネットワーキング・システム１６０へ投稿を通信する。
投稿は、ステータス更新もしくはその他のテキスト・データ、ロケーション情報、写真、
映像、リンク、音楽、またはその他の類似したデータもしくはメディアなどのデータを含
むことができる。コンテンツは、ニュース・フィードまたはストリームなどの「通信チャ
ネル」を通じてサードパーティによってソーシャル・ネットワーキング・システム１６０
に付加されることも可能である。
【００４１】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、さま
ざまなサーバ、サブシステム、プログラム、モジュール、ログ、およびデータ・ストアを
含むことができる。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１６０は、ウェブ・サーバ、アクション・ロガー、ＡＰＩ要求サーバ、関連性およびラ
ンキング・エンジン、コンテンツ・オブジェクト分類子、通知コントローラ、アクション
・ログ、サードパーティ・コンテンツ・オブジェクト露出ログ、推測モジュール、認可／
プライバシー・サーバ、検索モジュール、広告ターゲティング・モジュール、ユーザイン
タフェース・モジュール、ユーザプロフィール・ストア、つながりストア、サードパーテ
ィ・コンテンツ・ストア、またはロケーション・ストアのうちの１つまたは複数を含むこ
とができる。ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、適切な構成要素、たと
えば、ネットワーク・インタフェース、セキュリティー・メカニズム、ロード・バランサ
、フェイルオーバ・サーバ、管理およびネットワークオペレーション・コンソール、その
他の適切な構成要素、またはそれらの任意の適切な組合せを含むこともできる。特定の実
施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザ・プロフ
ィールを記憶するための１つまたは複数のユーザプロフィール・ストアを含むことができ
る。ユーザ・プロフィールは、たとえば、経歴情報、人口統計学的情報、挙動情報、ソー
シャルな情報、またはその他のタイプの記述的情報、たとえば、職業経験、学歴、趣味も
しくはプリファレンス、関心、親近感、またはロケーションを含むことができる。関心情
報は、１つまたは複数のカテゴリに関連した関心を含むことができる。カテゴリは、一般
的または具体的であることが可能である。限定ではなく、例として、ユーザが、あるブラ
ンドの靴に関するストーリに対して「いいね！」を表明した場合には、カテゴリは、その
ブランド、または「靴」もしくは「衣類」という一般的なカテゴリであることが可能であ
る。ユーザに関するつながり情報を記憶するために、つながりストアが使用されることが
可能である。つながり情報は、類似のもしくは共通の職業経験、グループ・メンバーシッ
プ、趣味、学歴を有しているか、または何らかの形で関連しているか、もしくは共通の属
性を共有しているユーザ同士を示すことができる。つながり情報は、さまざまなユーザお
よびコンテンツ（内部および外部の両方）の間におけるユーザ定義のつながりを含むこと
もできる。ネットワーク１１０を通してソーシャル・ネットワーキング・システム１６０
を１つもしくは複数のクライアント・システム１３０または１つもしくは複数のサードパ
ーティ・システム１７０にリンクさせるために、ウェブ・サーバが使用されることが可能
である。ウェブ・サーバは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０と、１つま
たは複数のクライアント・システム１３０との間においてメッセージを受け取って回送す
るためにメール・サーバまたはその他のメッセージング機能を含むことができる。ＡＰＩ
要求サーバは、サードパーティ・システム１７０が、１つまたは複数のＡＰＩを呼び出す
ことによってソーシャル・ネットワーキング・システム１６０からの情報にアクセスする
ことを可能にすることができる。ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０の上の
または外のユーザのアクションに関してウェブ・サーバから通信を受け取るために、アク
ション・ロガーが使用されることが可能である。アクション・ログとともに、サードパー
ティコンテンツ・オブジェクトへのユーザの露出についてのサードパーティコンテンツオ
ブジェクト・ログが保持されることが可能である。通知コントローラは、コンテンツ・オ
ブジェクトに関する情報をクライアント・システム１３０に提供することができる。情報
は、通知としてクライアント・システム１３０へ押し出されることが可能であり、または
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情報は、クライアント・システム１３０から受け取られた要求に応答してクライアント・
システム１３０から引き出されることが可能である。ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０のユーザの１つまたは複数のプライバシ設定を実施するために、認可サーバ
が使用されることが可能である。ユーザのプライバシ設定は、ユーザに関連付けられてい
る特定の情報がどのように共有されることが可能であるかを特定する。認可サーバは、ユ
ーザが、たとえば、適切なプライバシ設定を設定することなどによって、自分のアクショ
ンをソーシャル・ネットワーキング・システム１６０によって記録されること、またはそ
の他のシステム（たとえば、サードパーティ・システム１７０）と共有されることのオプ
トインまたはオプトアウトを行うことを可能にすることができる。サードパーティ・シス
テム１７０などのサードパーティから受け取られたコンテンツ・オブジェクトを記憶する
ために、サードパーティコンテンツオブジェクト・ストアが使用されることが可能である
。ユーザに関連付けられているクライアント・システム１３０から受け取られたロケーシ
ョン情報を記憶するために、ロケーション・ストアが使用されることが可能である。広告
価格設定モジュールが、ソーシャルな情報、現在時刻、ロケーション情報、またはその他
の適切な情報を組み合わせて、関連がある広告を、通知の形式でユーザに提供することが
できる。
【００４２】
　ソーシャル・グラフ
　図２は、例示的なソーシャル・グラフ２００を示している。特定の実施形態においては
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のソーシャル・グ
ラフ２００を１つまたは複数のデータ・ストア内に記憶することができる。特定の実施形
態においては、ソーシャル・グラフ２００は、複数のノード（複数のユーザ・ノード２０
２、または複数のコンセプト・ノード２０４を含むことができる）と、ノード同士をつな
げる複数のエッジ２０６とを含むことができる。図２において示されている例示的なソー
シャル・グラフ２００は、教示上の目的から、２次元の視覚的なマップ表示で示されてい
る。特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０、クラ
イアント・システム１３０、またはサードパーティ・システム１７０は、適切なアプリケ
ーションに関してソーシャル・グラフ２００および関連したソーシャル・グラフ情報にア
クセスすることができる。ソーシャル・グラフ２００のノードおよびエッジは、データ・
オブジェクトとして、たとえば（ソーシャル・グラフ・データベースなどの）データ・ス
トア内に記憶されることが可能である。そのようなデータ・ストアは、ソーシャル・グラ
フ２００のノードまたはエッジの１つまたは複数の検索可能なまたはクエリ可能なインデ
ックスを含むことができる。
【００４３】
　特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１６０のユーザに対応することができる。限定ではなく、例として、ユーザは
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０と、またはソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１６０を通して対話または通信する個人（人間のユーザ）、エンティティ
（たとえば、企業、ビジネス、もしくはサードパーティ・アプリケーション）、または（
たとえば、個人もしくはエンティティの）グループであることが可能である。特定の実施
形態においては、あるユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１６０とのアカ
ウントに登録した場合には、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、そのユ
ーザに対応するユーザ・ノード２０２を作成し、そのユーザ・ノード２０２を１つまたは
複数のデータ・ストア内に記憶することができる。本明細書において記述されているユー
ザおよびユーザ・ノード２０２は、適切な場合には、登録されているユーザ、および登録
されているユーザに関連付けられているユーザ・ノード２０２に及ぶ。追加として、また
は代替として、本明細書において記述されているユーザおよびユーザ・ノード２０２は、
適切な場合には、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０に登録されていないユ
ーザに及ぶ。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ユーザによって提供
された情報、またはソーシャル・ネットワーキング・システム１６０を含むさまざまなシ
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ステムによって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定ではなく、例と
して、ユーザは、自分の名前、プロフィール画像、連絡先情報、生年月日、性別、婚姻状
況、家族状況、勤務先、学歴、プリファレンス、関心、またはその他の人口統計学的情報
を提供することができる。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、ユーザ
に関連付けられている情報に対応する１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付け
られることが可能である。特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２は、１つま
たは複数のページに対応することができる。
【００４４】
　特定の実施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、コンセプトに対応すること
ができる。限定ではなく、例として、コンセプトは、場所（たとえば、映画館、レストラ
ン、ランドマーク、もしくは都市など）、ウェブサイト（たとえば、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０に関連付けられているウェブサイト、もしくはウェブアプリ
ケーション・サーバに関連付けられているサードパーティ・ウェブサイトなど）、エンテ
ィティ（たとえば、人、企業、グループ、スポーツ・チーム、もしくは有名人など）、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０内に、もしくはウェブアプリケーション・
サーバなどの外部サーバ上に配置されることが可能であるリソース（たとえば、オーディ
オ・ファイル、映像ファイル、デジタル写真、テキスト・ファイル、構造化されたドキュ
メント、もしくはアプリケーションなど）、物的もしくは知的財産（たとえば、彫塑、絵
画、映画、ゲーム、楽曲、着想、写真、もしくは執筆作品など）、ゲーム、アクティビテ
ィ、着想もしくは理論、別の適切なコンセプト、または複数のそのようなコンセプトに対
応することができる。コンセプト・ノード２０４は、ユーザによって提供されたコンセプ
トの情報、またはソーシャル・ネットワーキング・システム１６０を含むさまざまなシス
テムによって収集された情報に関連付けられることが可能である。限定ではなく、例とし
て、コンセプトの情報は、名前もしくはタイトル、１つもしくは複数のイメージ（たとえ
ば、本の表紙のイメージ）、ロケーション（たとえば、住所もしくは地理的ロケーション
）、（ＵＲＬに関連付けられることが可能である）ウェブサイト、連絡先情報（たとえば
、電話番号もしくはＥメール・アドレス）、その他の適切なコンセプト情報、またはその
ような情報の任意の適切な組合せを含むことができる。特定の実施形態においては、コン
セプト・ノード２０４は、コンセプト・ノード２０４に関連付けられている情報に対応す
る１つまたは複数のデータ・オブジェクトに関連付けられることが可能である。特定の実
施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、１つまたは複数のページに対応するこ
とができる。
【００４５】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・グラフ２００内のノードは、ページ（「プロ
フィール・ページ」と呼ばれる場合もある）を表すこと、またはページによって表される
ことが可能である。プロフィール・ページは、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１６０によってホストされること、またはソーシャル・ネットワーキング・システム１６
０にとってアクセス可能であることが可能である。プロフィール・ページは、サードパー
ティ・サーバ１７０に関連付けられているサードパーティ・ウェブサイト上にホストされ
ることも可能である。限定ではなく、例として、特定の外部ウェブページに対応するプロ
フィール・ページは、その特定の外部ウェブページであることが可能であり、そのプロフ
ィール・ページは、特定のコンセプト・ノード２０４に対応することができる。プロフィ
ール・ページは、その他のユーザのうちのすべてまたは選択されたサブセットによって閲
覧できることが可能である。限定ではなく、例として、ユーザ・ノード２０２は、対応す
るユーザプロフィール・ページを有することができ、そのユーザプロフィール・ページに
おいては、対応するユーザが、コンテンツを付加すること、言明を行うこと、またはその
他の形で自分自身を表現することが可能である。限定ではなく、別の例として、コンセプ
ト・ノード２０４は、対応するコンセプトプロフィール・ページを有することができ、そ
のコンセプトプロフィール・ページにおいては、１または複数のユーザが、特にコンセプ
ト・ノード２０４に対応するコンセプトに関連して、コンテンツを付加すること、言明を
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行うこと、または自分自身を表現することが可能である。
【００４６】
　特定の実施形態においては、コンセプト・ノード２０４は、サードパーティ・システム
１７０によってホストされているサードパーティ・ウェブページまたはリソースを表すこ
とができる。サードパーティ・ウェブページまたはリソースは、数ある要素の中でも、コ
ンテンツ、選択可能なもしくはその他のアイコン、または、アクションもしくはアクティ
ビティを表す（たとえば、ＪＡＶＡＳＣＲＩＰＴ（登録商標）、ＡＪＡＸ、もしくはＰＨ
Ｐコードで実装されることが可能である）その他の対話可能なオブジェクトを含むことが
できる。限定ではなく、例として、サードパーティ・ウェブページは、「いいね！」、「
チェックイン」、「食べる」、「推奨する」、または別の適切なアクションもしくはアク
ティビティなどの選択可能なアイコンを含むことができる。サードパーティ・ウェブペー
ジを閲覧しているユーザは、それらのアイコンのうちの１つ（たとえば、「食べる」）を
選択することによってアクションを実行して、クライアント・システム１３０に、そのユ
ーザのアクションを示すメッセージをソーシャル・ネットワーキング・システム１６０へ
送信させることができる。そのメッセージに応答して、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１６０は、ユーザに対応するユーザ・ノード２０２と、サードパーティ・ウェブ
ページまたはリソースに対応するコンセプト・ノード２０４との間においてエッジ（たと
えば、「食べる」エッジ）を作成して、エッジ２０６を１つまたは複数のデータ・ストア
内に記憶することができる。
【００４７】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・グラフ２００内の１対のノードが、１つまた
は複数のエッジ２０６によって互いにつながることが可能である。１対のノードをつなげ
るエッジ２０６は、それらの１対のノードの間における関係を表すことができる。特定の
実施形態においては、エッジ２０６は、１対のノードの間における関係に対応する１つま
たは複数のデータ・オブジェクトまたは属性を含むことまたは表すことが可能である。限
定ではなく、例として、第１のユーザは、第２のユーザが第１のユーザの「友達」である
ということを示すことができる。この表示に応答して、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１６０は、「友達要求」を第２のユーザに送信することができる。第２のユーザ
がその「友達要求」を承認した場合には、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６
０は、ソーシャル・グラフ２００内で第１のユーザのユーザ・ノード２０２を第２のユー
ザのユーザ・ノード２０２につなげるエッジ２０６を作成して、エッジ２０６をソーシャ
ル・グラフ情報としてデータ・ストア２４のうちの１つまたは複数の中に記憶することが
できる。図２の例においては、ソーシャル・グラフ２００は、ユーザ「Ａ」のユーザ・ノ
ード２０２と、ユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード２０２との間における友達関係を示すエッ
ジ２０６と、ユーザ「Ｃ」のユーザ・ノード２０２と、ユーザ「Ｂ」のユーザ・ノード２
０２との間における友達関係を示すエッジとを含む。本開示は、特定のユーザ・ノード２
０２同士をつなげる特定の属性を伴う特定のエッジ２０６を記述している、または示して
いるが、本開示は、ユーザ・ノード２０２同士をつなげる任意の適切な属性を伴う任意の
適切なエッジ２０６を想定している。限定ではなく、例として、エッジ２０６は、友達関
係、家族関係、ビジネスもしくは雇用関係、ファン関係、フォロワー関係、ビジター関係
、サブスクライバ関係、上下関係、互恵的関係、非互恵的関係、別の適切なタイプの関係
、または複数のそのような関係を表すことができる。その上、本開示は一般に、ノード同
士をつながっているものとして記述しているが、本開示はまた、ユーザ同士またはコンセ
プト同士をつながっているものとして記述している。本明細書においては、つながってい
るユーザ同士またはコンセプト同士への言及は、適切な場合には、１つまたは複数のエッ
ジ２０６によってソーシャル・グラフ２００内でつながっているそれらのユーザ同士また
はコンセプト同士に対応するノード同士に及ぶ。
【００４８】
　特定の実施形態においては、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間
におけるエッジ２０６は、ユーザ・ノード２０２に関連付けられているユーザによって、
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コンセプト・ノード２０４に関連付けられているコンセプトに対して実行された特定のア
クションまたはアクティビティを表すことができる。限定ではなく、例として、図２にお
いて示されているように、ユーザは、コンセプトに対して「いいね！を表明すること」、
「通うこと」、「プレイすること」、「聴くこと」、「料理すること」、「勤務すること
」、または「観ること」を行った可能性があり、それらのそれぞれは、エッジタイプまた
はサブタイプに対応することができる。コンセプト・ノード２０４に対応するコンセプト
プロフィール・ページは、たとえば、選択可能な「チェックイン」アイコン（たとえば、
クリック可能な「チェックイン」アイコンなど）、または選択可能な「お気に入りに追加
」アイコンを含むことができる。同様に、ユーザがこれらのアイコンをクリックした後に
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、それぞれのアクションに対応する
ユーザのアクションに応答して「お気に入り」エッジまたは「チェックイン」エッジを作
成することができる。限定ではなく、別の例として、あるユーザ（例えば、ユーザ「Ｃ」
）が、特定のアプリケーション（例えば、オンライン音楽アプリケーションであるＳＰＯ
ＴＩＦＹ）を使用して特定の楽曲（例えば「イマジン」）を聴く場合がある。このケース
においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、そのユーザに対応する
ユーザ・ノード２０２と、その楽曲およびアプリケーションに対応するコンセプト・ノー
ド２０４との間において、（図２に示されているような）「聴いた」エッジ２０６および
「使用した」エッジを作成して、そのユーザがその楽曲を聴いてそのアプリケーションを
使用したということを示すことができる。その上、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１６０は、その楽曲に対応するコンセプト・ノード２０４と、そのアプリケーション
に対応するコンセプト・ノード２０４との間において、（図２に示されているような）「
再生した」エッジ２０６を作成して、その特定の楽曲がその特定のアプリケーションによ
って再生されたということを示すことができる。このケースにおいては、「再生した」エ
ッジ２０６は、外部アプリケーション（ＳＰＯＴＩＦＹ）によって外部オーディオ・ファ
イル（「イマジン」という楽曲）に関して実行されたアクションに対応する。本開示は、
ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４とをつなげる特定の属性を伴う特定の
エッジ２０６について記述しているが、本開示は、ユーザ・ノード２０２とコンセプト・
ノード２０４とをつなげる任意の適切な属性を伴う任意の適切なエッジ２０６を想定して
いる。その上、本開示は、単一の関係を表すユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード
２０４との間におけるエッジについて記述しているが、本開示は、１つまたは複数の関係
を表すユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間におけるエッジを想定し
ている。限定ではなく、例として、エッジ２０６は、ユーザが特定のコンセプトに対して
「いいね！」を表明しているということ、およびその特定のコンセプトを使用したという
ことの両方を表すことができる。あるいは、別のエッジ２０６は、（図２において、ユー
ザ「Ｅ」を表すユーザ・ノード２０２と、「ＳＰＯＴＩＦＹ」を表すコンセプト・ノード
２０４との間において示されているような）ユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード
２０４との間におけるそれぞれのタイプの関係（または、単一の関係が複数集まったもの
）を表すことができる。
【００４９】
　特定の実施形態においては、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ソー
シャル・グラフ２００内でユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２０４との間にお
いてエッジ２０６を作成することができる。限定ではなく、例として、（たとえば、ユー
ザのクライアント・システム１３０によってホストされているウェブ・ブラウザまたは専
用のアプリケーションを使用することなどによって）コンセプトプロフィール・ページを
閲覧しているユーザは、「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することにより、コ
ンセプト・ノード２０４によって表されているコンセプトを自分が気に入っているという
ことを示すことができ、その「いいね！」アイコンをクリックまたは選択することは、ユ
ーザのクライアント・システム１３０に、そのコンセプトプロフィール・ページに関連付
けられているそのコンセプトをそのユーザが気に入っているということを示すメッセージ
をソーシャル・ネットワーキング・システム１６０へ送信させることができる。そのメッ
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セージに応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、そのユーザとコ
ンセプト・ノード２０４との間における「いいね！」エッジ２０６によって示されている
ように、そのユーザに関連付けられているユーザ・ノード２０２とコンセプト・ノード２
０４との間においてエッジ２０６を作成することができる。特定の実施形態においては、
ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、エッジ２０６を１つまたは複数のデ
ータ・ストア内に記憶することができる。特定の実施形態においては、エッジ２０６は、
特定のユーザ・アクションに応答してソーシャル・ネットワーキング・システム１６０に
よって自動的に形成されることが可能である。限定ではなく、例として、第１のユーザが
、画像をアップロードすること、映画を観ること、または楽曲を聴くことを行った場合に
は、エッジ２０６は、第１のユーザに対応するユーザ・ノード２０２と、それらのコンセ
プトに対応するコンセプト・ノード２０４との間において形成されることが可能である。
本開示は、特定の様式で特定のエッジ２０６を形成することについて記述しているが、本
開示は、任意の適切な様式で任意の適切なエッジ２０６を形成することを想定している。
【００５０】
　カード・スタック・インタフェース
　図３は、例示的なモバイル・クライアント・システム１３０を示す。本開示は、任意の
好適な物理的形態をとるモバイル・クライアント・システム１３０を企図する。特定の実
施形態では、モバイル・クライアント・システム１３０は、下記のようにコンピューティ
ング・システムであってもよい。限定するものとしてではなく例として、モバイル・クラ
イアント・システム１３０は、シングルボード・コンピュータ・システム（ＳＢＣ）（た
とえば、コンピュータ・オン・モジュール（ＣＯＭ）もしくはシステム・オン・モジュー
ル（ＳＯＭ）など）、ラップトップもしくはノートブック・コンピュータ・システム、モ
バイル電話、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、タブレット・コンピュータ・シ
ステム、またはそれらの２つ以上の組合せであってもよい。特定の実施形態では、モバイ
ル・クライアント・システム１３０は、入力構成要素としてタッチ・センサ１３２を有し
てもよい。図３の例では、タッチ・センサ１３２は、モバイル・クライアント・システム
１３０の前面に組み込まれている。容量性タッチ・センサの場合、送信用と受信用の２つ
のタイプの電極があり得る。これらの電極は、電気パルスで送信用電極を駆動し、タッチ
または近接入力によって引き起こされるキャパシタンスの変化を受信用電極から測定する
ように設計されたコントローラに接続され得る。図３の例では、１つまたは複数のアンテ
ナ１３４Ａ～１３４Ｂがモバイル・クライアント・システム１３０の１つまたは複数の側
部に組み込まれてもよい。アンテナ１３４Ａ～１３４Ｂは、電流を電波に、またその逆に
変換する構成要素である。信号の送信中、送信機は、振動する無線周波数（ＲＦ）電流を
アンテナ１３４Ａ～１３４Ｂの端子に印加し、アンテナ１３４Ａ～１３４Ｂは、印加され
た電流のエネルギーを電磁（ＥＭ）波として放射する。信号の受信中には、アンテナ１３
４Ａ～１３４Ｂは、入って来たＥＭ波の電力をアンテナ１３４Ａ～１３４Ｂの端子におけ
る電圧に変換する。この電圧は、増幅するために受信機に伝送され得る。
【００５１】
　特定の実施形態では、モバイル・クライアント・システム１３０は、イーサネット（登
録商標）もしくは他の有線ベースのネットワークと通信するためのアンテナ１３４Ａ～１
３４Ｂに結合されている通信構成要素、または無線ＮＩＣ（ＷＮＩＣ）、たとえばＷＩ－
ＦＩネットワークなど無線ネットワークと通信するための無線アダプタ、または第３世代
移動通信（３Ｇ）もしくはロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ネットワークな
どセルラ・ネットワークと通信するためのモデムを含んでもよい。本開示は、任意の好適
なネットワーク、およびそのための任意の好適な通信構成要素２０を企図する。限定する
ものとしてではなく一例として、モバイル・クライアント・システム１３０は、アド・ホ
ック・ネットワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル・エリア
・ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン
・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットの１つもしくは複数の部分、
あるいはそれらの２つ以上の組合せと通信することができる。これらのネットワークの１
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つまたは複数のうちの１つまたは複数の部分は、有線であっても無線であってもよい。別
の例として、モバイル・クライアント・システム１３０は、無線ＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（た
とえば、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）ＷＰＡＮなど）、ＷＩ－ＦＩネットワーク、Ｗ
Ｉ－ＭＡＸネットワーク、セルラ電話ネットワーク（たとえば、グローバル移動体通信シ
ステム（ＧＳＭ（登録商標））、３Ｇ、またはＬＴＥネットワークなど）、または他の任
意の無線ネットワーク、あるいはそれらの２つ以上の組合せと通信することができる。モ
バイル・クライアント・システム１３０は、適切な場合、これらのネットワークのいずれ
かのための任意の好適な通信構成要素を含むことができる。
【００５２】
　特定の実施形態では、モバイル・クライアント・システム１３０のアンテナ１３４Ａ～
１３４Ｂに結合されている通信構成要素は、全世界測位システム（ＧＰＳ）信号、セルラ
三角法、無線ホットスポット、またはロケーション・データを決定するための任意の好適
な方法に基づいてロケーション・データを決定するように構成されてもよい。特定の実施
形態では、モバイル・クライアント・システム１３０のロケーション・サービスは、たと
えば１つまたは複数のセルラ・タワーのロケーション、ＷＩ－ＦＩホットスポットに関連
付けられているクラウドソーシングによるロケーション情報、またはモバイル・クライア
ント・システム１３０のＧＰＳ機能を使用することなど、１つまたは複数のロケーション
決定方法を使用してもよい。限定するものとしてではなく一例として、アプリケーション
は、少なくとも一部にはモバイル・クライアント・システム１３０が所定の期間内にＧＰ
Ｓデータを取得することができるか否かに応じて、ＧＰＳデータをロケーション情報の主
要源として使用してもよい。別の例として、モバイル・クライアント・システム１３０が
所定のサンプリング持続時間内にＧＰＳデータを取得することができない場合、アプリケ
ーションは、１つまたは複数のセルラ・タワーまたはＷＩ－ＦＩホットスポットを使用し
て決定されたロケーションを使用してもよい。本開示は、ロケーション決定の特定の方法
を使用するロケーション・サービスについて述べているが、本開示は、ロケーション検出
の任意の好適な方法または方法の組合せを使用するロケーション・サービスを企図する。
【００５３】
　特定の実施形態では、カード・スタック・インタフェースは、下記のように、ホーム画
面、およびモバイル・クライアント・システム１３０上で実行される１つもしくは複数の
アプリケーションまたはアプリケーションに関連付けられている任意のコンテンツの視覚
的なモデルであってよい。限定するものとしてではなく一例として、ホーム画面は、たと
えばモバイル・クライアント・システム１３０の背景画像などモバイル・クライアント１
３０の１つもしくは複数の設定を設定する、または、たとえばデフォルトのウェブ・ブラ
ウザなどモバイル・クライアント・システム１３０上にインストールされた特定のアプリ
ケーションに特定の機能を関連付けることができるアプリケーションであってもよい。特
定の実施形態では、モバイル・クライアント・システム１３０は、下記のように、カード
・スタック・インタフェースを使用し、ホーム画面とアプリケーションまたはアプリケー
ションのコンテンツとの間で探索することができる。限定するものとしてではなく一例と
して、カード・スタック・インタフェースのカードは、ホーム画面のグラフィカル・ユー
ザ・インタフェース（ＧＵＩ）に対応してもよく、モバイル・クライアント・システム１
３０上で実行されるアプリケーションを使用した後、またはモバイル・クライアント・シ
ステム１３０上で電話呼を完了した後、ユーザが「ホーム」ボタンを押した、または作動
させたことに応答してモバイル・クライアント・システム１３０上に表示するために提供
されてもよい。下記のように、アプリケーションまたはアプリケーションのコンテンツに
対応するカードを、そのアプリケーションを「起動」または実行したことに応答してカー
ド・スタックに追加してもよい。特定の実施形態では、モバイル・クライアント・システ
ム１３０のユーザは、下記のように、カード・スタック・インタフェースのカードを通じ
てアプリケーションと実行されたアプリケーションのコンテンツとの間で探索することが
できる。
【００５４】
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　図４は、例示的なカード・スタック・インタフェースを示す。カード・スタック・イン
タフェース（カード４５０Ａ～４５０Ｃを含む）の１または複数の「カード」４５０が、
モバイル・クライアント・システム１３０の表示領域４５４内に表示されてもよい。図４
の例では、各カード４５０は、モバイル・クライアント・システム１３０上で実行される
アプリケーションまたはアプリケーションに関連付けられているコンテンツのＧＵＩに対
応し得る。特定の実施形態では、カード・スタック・インタフェースのカード４５０Ｂは
、モバイル・クライアント・システム１３０上で実行されるアプリケーションのＧＵＩに
対応してもよい。上記のように、カード・スタック・インタフェース内のカード４５０Ａ
は、モバイル・クライアント・システム１３０のホーム画面のＧＵＩに対応してもよい。
限定するものとしてではなく一例として、カード４５０Ａは、ホーム画面のＧＵＩに対応
し、モバイル・クライアント・システム１３０のアプリケーション・ランチャとして機能
してもよい。限定するものとしてではなく一例として、カード４５０Ａは、「ホーム」ボ
タンを作動させたこと、または、たとえば実質的に表示領域４５４の上部から下向きにス
ワイプを実施することなど所定のタッチ入力を検出したことに応答して表示するように提
供されてもよい。特定の実施形態では、ホーム画面のＧＵＩに対応するカード４５０Ａは
、モバイル・クライアント・システム１３０上にインストールされた１つまたは複数のア
プリケーションまたはコンテンツに対応する１つまたは複数の対話要素４５２を含んでも
よい。特定の実施形態では、カード４５０Ａは、対話要素４５２の直線横断の視覚的な表
現であってもよい。限定するものとしてではなく一例として、対話要素４５２は、起動さ
れたアプリケーションまたはコンテンツに従って左から右に順序付けられてもよい。別の
例として、対話要素６５２をタップすることにより、対話要素４５２に関連付けられてい
るカード６５０Ｂ～６５０Ｃを生成することができる。
【００５５】
　特定の実施形態では、モバイル・クライアント・システム１３０上で実行されるアプリ
ケーションまたはアプリケーションのコンテンツに対応する１または複数のカード４５０
は、カード・スタック・インタフェース４５０として表示されてもよい。図４の例では、
カード４５０Ｂは、モバイル・クライアント・システム１３０上で実行されるアプリケー
ションのＧＵＩに対応し、カード４５０Ｃは、モバイル・クライアント・システム１３０
上で実行されるアプリケーションに関連付けられているコンテンツのＧＵＩに対応する。
特定の実施形態では、カード４５０Ｂは、モバイル・クライアント・システム１３０上で
アプリケーションを起動したことに応答して表示するように提供されてもよい。特定の実
施形態では、モバイル・クライアント・システム１３０上の１つまたは複数のアプリケー
ションが、それらのＧＵＩの提示を、カード・スタック・インタフェース４５０内のカー
ド４５０Ｃとして制御してもよい。カード４５０Ｃは、実行されるアプリケーションの設
定に少なくとも一部基づいて表示するように提供されてもよい。限定するものとしてでは
なく一例として、カード４５０Ｂは、ソーシャル・ネットワーキング・システムまたはウ
ェブ・ブラウザのＧＵＩに対応してもよく、コンテンツ・カード４５０Ｃは、それぞれソ
ーシャル・ネットワーキング・システム上のユーザのプロフィール・ページまたはウェブ
・ブラウザのタブに対応してもよい。ソーシャル・ネットワーキング・システムまたはウ
ェブ・ブラウザは、１つまたは複数の別個のカード４５０Ｃ内に特定のコンテンツのＧＵ
Ｉを自動的に表示するようにカード・スタック・インタフェースを構成してもよい。特定
の実施形態では、アプリケーションのコンテンツに関連付けられているカード４５０Ｃは
、たとえばスワイプ・タッチジェスチャ、またはアプリケーションのＧＵＩの所定のロケ
ーションをタップすることなど、所定のタッチ入力をユーザが実施したことに応答して表
示するように提供されてもよい。特定の実施形態では、各カード４５０のＧＵＩは、関連
のアプリケーションまたは関連のアプリケーションのコンテンツのスクリーンショットと
して描かれてもよい。本開示は、特定の特性およびコンテンツを有するカードの特定の構
成について例示し述べているが、本開示は、たとえば寸法または外観など任意の好適な特
性およびコンテンツを有するカードの任意の好適な構成を企図する。さらに、本開示は、
たとえばパーソナル・コンピュータ、タブレット・コンピュータ、またはスマートフォン
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など任意の好適なコンピューティング・デバイス上で実装されたカード・スタック・イン
タフェースを企図する。
【００５６】
　図４の例では、起動されたアプリケーションのＧＵＩに対応するカード４５０Ｂおよび
起動されたアプリケーションに関連付けられているコンテンツのＧＵＩに対応するカード
４５０Ｃが、モバイル・クライアント・システム１３０のホーム画面のＧＵＩに関連付け
られているカード４５０Ａを覆い隠してもよい。上記のように、モバイル・クライアント
・システム１３０上でアプリケーションのＧＵＩを開くことにより、そのＧＵＩに対応す
るカード４５０Ｃをカード・スタック・インタフェース４５０に追加することが開始され
てもよい。特定の実施形態では、カード４５０Ｃは、カード４５０Ｃに関連付けられてい
るアプリケーションまたはコンテンツが起動されたときカード・スタック・インタフェー
スの上部に配置されてもよい。特定の実施形態では、カード・スタック４５０内のカード
の順序は、カード４５０Ｂ～４５０Ｃに対応するＧＵＩが開かれた順序に少なくとも一部
基づいて決定されてもよい。限定するものとしてではなく一例として、カード４５０Ｂ～
４５０Ｃは、アプリケーションがいつ起動されたか、またはアプリケーションに関連付け
られているコンテンツがいつアプリケーションから分離された、または「飛び出した（ｐ
ｏｐｐｅｄ　ｏｕｔ）」かに基づいて時系列で表示されてもよい。限定するものとしてで
はなく一例として、アプリケーション・カード４５０Ｂおよびコンテンツ・カード４５０
Ｃは、つい最近実行されたアプリケーションまたはアプリケーションに関連付けられてい
るコンテンツがカード・スタック内のより高いところに表示されるように表示するために
提供されてもよい。
【００５７】
　特定の実施形態では、モバイル・クライアント・システム１３０のユーザは、モバイル
・クライアント・システム１３０のタッチ・センサによって検出されるタッチ入力を使用
してカード４５０を探索することができる。限定するものとしてではなく一例として、ユ
ーザは、モバイル・クライアント・システム１３０のディスプレイ上でカード４５０がど
のように積まれているかに応じて、カード４５０の露出された縁を上へスワイプすること
、または引き下げることによってカード４５０間を探索することができる。本開示は、特
定のタッチ・ジェスチャを使用してカードを探索することについて述べているが、本開示
は、たとえばボタンを作動させることなど、任意の好適なユーザ入力を通じたカードの探
索を企図する。特定の実施形態では、モバイル・クライアント・システム１３０のカード
・スタック・インタフェースは、ユーザ入力を検出し、たとえば４５０Ｂなどカードをカ
ード・スタック・インタフェースの上部のカードとして表示してもよく、カード・スタッ
ク・インタフェースは、ユーザ入力に応答してカード・スタック・インタフェースの上部
のカードを表示してもよい。限定するものとしてではなく一例として、カード・スタック
・インタフェースは、より最近開かれたＧＵＩに対応するカード４５０Ｂ～４５０Ｃをカ
ード・スタック・インタフェース内でより高いところに、開かれたのがそれほど最近でな
いＧＵＩをカード・スタック・インタフェース内でより低いところに表示することによっ
て、カード・スタック・インタフェース内でカード４５０を順序付けてもよい。特定の実
施形態では、カード・スタック・インタフェースのカード４５０は、モバイル・クライア
ント・システム１３０のディスプレイの電源を切ったこと、モバイル・クライアント・シ
ステム１３０の地理的ロケーションの変化、モバイル・クライアント・システム１３０の
１つもしくは複数のセンサを通じて所定の移動が検出されたこと、モバイル・クライアン
ト・システム１３０のタッチ・センサを通じて１もしくは複数の所定のタッチ・ジェスチ
ャが検出されたこと、ネットワーク条件の変化（たとえば、コネクティビティの喪失）、
アプリケーション・プログラミング・インタフェース（ＡＰＩ）を通じて１もしくは複数
のカード４５０に対するより高い優先順位を求める要求を受け取ったこと、またはそれら
の任意の組合せに応答して再順序付けされてもよい。本開示は、特定の基準に基づいてカ
ード・スタック・インタフェースの１または複数のカードを再順序付けすることについて
述べているが、本開示は、任意の好適な基準に基づくカード・スタック・インタフェース
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のカードの再順序付けを企図する。
【００５８】
　特定の実施形態では、ユーザは、カード・スタック・インタフェースの上部のカード４
５０Ｃに関連付けられているアプリケーションまたはコンテンツと対話することができる
。図４の例では、カード４５０Ｃは、ソーシャル・ネットワーキング・システム上の特定
のユーザのプロフィール・ページに対応するＧＵＩとすることができ、モバイル・クライ
アント・システム１３０のユーザは、プロフィール・ページのＧＵＩに対応するカード４
５０Ｃを通じてプロフィール・ページと対話することができる。次いで、ユーザは、モバ
イル・クライアント・システム１３０のホーム画面のＧＵＩに対応するカード４５０Ａを
カード・スタック・インタフェースの上部に移動し、たとえばニュース・フィードなど対
話要素４５２の１つに関連付けられているアプリケーションを起動することができる。ニ
ュース・フィードを起動した後で、ユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・システム
に関連付けられているカード４５０Ｂをカード・スタック・インタフェースの上部に移動
し、ソーシャル・ネットワーキング・システムのＧＵＩに対応するカード４５０Ｂを通じ
て、たとえば別のユーザのソフトウェア更新に対してコメントすることなど、ソーシャル
・ネットワーキング・システムと対話することができる。
【００５９】
　提案クエリおよびカード
　はじめに
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、上記のソー
シャル・グラフのコンセプト・ノードとして表され得るオブジェクトのパーソナライズさ
れた推奨を生成するように構成されてもよい。本明細書では、提案クエリと称することは
、１つまたは複数の検索語がユーザの情報により自動的に埋められる検索クエリに及ぶ。
本明細書では、クエリ－ドメインと称することは、特定のカテゴリに関係するコンテンツ
・オブジェクトの論理グループ化に及ぶ。本明細書では、クエリ－フィルタと称すること
は、メタデータを参照するクエリ－ドメインまたはそのクエリ－ドメインのオブジェクト
の属性に適用されたフィルタに及び。限定するものとしてではなく一例として、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザのための提案クエリを、１つもしくは
複数の構造化クエリ、非構造化クエリ、またはそれらの任意の組合せとして生成すること
ができる。別の例として、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、提案クエ
リの１つまたは複数の検索結果を参照する１または複数のカードを生成することができる
。本開示は、提案クエリを特定の方法で生成することについて述べているが、本開示は、
提案クエリを任意の好適なようにして生成することを企図する。
【００６０】
　図５は、オンライン・ソーシャル・ネットワークの例示的なページを示す。検索を行う
ために、ユーザは、検索クエリを検索エンジンに入力する、または送ることができる。一
般に、ユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０のページ５２０の検索
クエリ・フィールド５１０内に任意の文字列を入力し、そのテキスト・クエリに一致する
ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０上のコンテンツを求めて検索することが
できる。特定の実施形態では、ページ５２０は、下記のようにユーザに対してパーソナラ
イズされる推奨に各カード４５０が対応し得る１つまたは複数のカード・クラスタ５３０
を提示することができる。限定するものとしてではなく一例として、１つまたは複数のカ
ード・クラスタ５３０は、ユーザが検索クエリ・フィールド５１０内でクラスタをクリッ
クしたことに応答してページ５２０上に表示されてもよい。特定の実施形態では、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１６０によって自動的に生成された１つまたは複数の
ユーザに関連する検索語を含むユーザのための提案クエリを通じて、アプリケーションま
たはページ５２０がカードを生成してもよい。次いで、各カード４５０は、カード４５０
に関連付けられている提案クエリに対応する１つまたは複数の検索結果５５０を含むこと
ができる。特定の実施形態では、最初のカード・クラスタ５３０は、下記のようにフィル
タリングなしで１または複数のカード４５０を含んでもよい。
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【００６１】
　特定の実施形態では、提案クエリは、１つまたは複数の検索語により自動的に埋められ
た句に対応してもよく、非構造化テキスト・クエリの形態をとってもよい。次いで、ソー
シャル・ネットワーキング・システム１６０は、提案クエリに一致するコンテンツを識別
するためにデータ・ストア１６４（または、具体的にはソーシャル・グラフ・データベー
ス）を検索することができる。検索エンジンは、様々な検索アルゴリズムを使用して、提
案クエリに基づいて検索を行い、提案された検索クエリに最も関係するであろうリソース
またはコンテンツ（たとえば、ユーザプロフィール・ページ、コンテンツプロフィール・
ページ、または外部リソース）を識別する検索結果を生成することができる。それに応じ
て、検索エンジンは、提案クエリに関連するであろう１つまたは複数のリソースを識別す
ることができ、その各々が個別に、提案クエリに対応する「検索結果」と呼ばれることも
、まとめて「検索結果」と呼ばれることもある。識別されたコンテンツは、たとえばソー
シャル・グラフ要素（たとえば、ユーザ・ノード２０２またはコンセプト・ノード２０４
）、プロフィール・ページ、外部ウェブページ、またはそれらの任意の組合せを含んでも
よい。下記のように、次いでソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザ
に送ることができる識別されたコンテンツに対応する１または複数のカード４５０を有す
る１つまたは複数のカード・クラスタ５３０を生成することができる。
【００６２】
　図５および図８の例に示されているように、提案クエリの結果は、１または複数のカー
ド４５０の形態でユーザに提示されてもよく、各カードは、１つまたは複数のリンクまた
はハイパーリンクを含んでもよい１つまたは複数の検索結果５５０を有し、各リンクは、
識別されたリソースまたはコンテンツのいくつかを含む異なるページに関連付けられる。
特定の実施形態では、カード４５０内の各リンクは、対応するページがどこに位置するか
、およびそれを取り出すための機構を指定するユニフォーム・リソース・ロケータ（ＵＲ
Ｌ）の形態であってもよい。次いで、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は
、１または複数のカード４５０を（たとえば、カード・クラスタ５３０として）ユーザの
クライアント・システム１３０上のウェブ・ブラウザ１３２に送ることができる。次いで
、ユーザは、ＵＲＬリンク上でクリックする、または他の方法でカード４５０のコンテン
ツを選択し、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０から、または外部システム
（たとえば、サードパーティ・システム１７０など）から適宜コンテンツにアクセスする
ことができる。
【００６３】
　下記のように各カード・クラスタ５３０のカード４５０は、ユーザに対するそれらの推
定される相対関連度に従ってランク付けされ、ユーザに提示されてもよい。換言すれば、
カード４５０は、たとえばソーシャル・グラフ情報、ユーザ情報、ユーザの検索もしくは
ブラウズ履歴、またはユーザに関係する他の好適な情報に基づいて、ユーザのためにパー
ソナライズされてもよい。特定の実施形態では、これらのカードは、ランキング・アルゴ
リズムを使用してランク付けされ（したがって、特定のユーザのためにパーソナライズさ
れ）てもよい。ランキング・アルゴリズムは、任意の好適なようにしてソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１６０によって（たとえば、検索エンジンによって、または別の
好適なシステムによって）実装されてもよい。限定するものとしてではなく一例として、
ユーザに対してより関連性の高いカードは、ユーザに対してより関連性が低いカードより
高くランク付けされてもよい。特定の実施形態では、検索エンジンは、その検索をオンラ
イン・ソーシャル・ネットワーク上のリソースおよびコンテンツに限定してもよい。しか
し、特定の実施形態では、検索エンジンは、サードパーティ・システム１７０、インター
ネットもしくはワールド・ワイド・ウェブ、または他の好適なリソースなど、他のリソー
ス上のリソースおよびコンテンツを求めて検索してもよい。本開示は、特定の方法でソー
シャル・ネットワーキング・システム１６０にクエリすることについて述べているが、本
開示は、任意の好適なようにしてソーシャル・ネットワーキング・システム１６０にクエ
リすることを企図する。
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【００６４】
　特定の実施形態では、ページ５２０上に表示された１もしくは複数のカード４５０また
はカード・クラスタ５３０は、テキストが検索クエリ・フィールド５１０内に入力された
ことに応答して修正されてもよい。特定の実施形態では、１つまたは複数のクライアント
側および／またはバックエンド（サーバ側）プロセスは、ユーザに関連する語、およびユ
ーザによって検索クエリ・フィールド５１０内に現在入力されているテキストを含むよう
に提案クエリを自動的に修正することができる「タイプ・アヘッド」機能を実装し使用し
てもよい。特定の実施形態では、ユーザがテキストを検索クエリ・フィールド５１０内に
入力しているとき、タイプ・アヘッド機能は、宣言内に入力されるテキスト文字列を、ユ
ーザ、コンセプト、またはエッジ、およびソーシャル・グラフ２００内のそれらの対応す
る要素に対応する文字列（たとえば、名前、説明）に一致させようと試みることができる
。特定の実施形態では、一致が見出された場合、タイプ・アヘッド機能は、提案クエリに
、既存のソーシャル・グラフ要素のソーシャル・グラフ要素（たとえば、ノード名／タイ
プ、ノードＩＤ、エッジ名／タイプ、エッジＩＤ、または別の好適な参照もしくは識別子
）に対する参照を自動的に入力することができる。限定するものとしてではなく一例とし
て、ユーザが「食品」または「レストラン」とタイプ入力した場合、ユーザにタイプ入力
を続けさせながら、「．．．のレストラン」などいくつかのタイプ・アヘッドによる提案
を組み込む１または複数のカード４５０が表示されてもよい。さらに、［レストラン］カ
ード（たとえば、４５０）がカード・クラスタ５３０の上部に移動されてもよく、たとえ
ば「ＴＶで何が放映中か」など食品関連でない１または複数のカード（たとえば、４５０
）が隠されてもよい。次いで、ユーザは、１または複数の［レストラン］カードをレスト
ラン推奨のパーソナライズされたリストとして探索することができる。タイプ・アヘッド
・プロセスに関するより多くの情報は、２０１０年４月１９日に出願された米国特許出願
第１２／７６３１６２号および２０１２年７月２３日に出願された米国特許出願第１３／
５５６０７２号に見出すことができ、これらを本願明細書に援用する。
【００６５】
　特定の実施形態では、本明細書に記載のタイプ・アヘッド・プロセスは、ユーザによっ
て入力される検索クエリに適用されてもよい。限定するものとしてではなく一例として、
ユーザがテキスト文字を検索クエリ・フィールド５１０内に入力したとき、タイプ・アヘ
ッド・プロセスは、ユーザが文字を入力しているとき検索クエリ・フィールド５１０内入
力された文字列に一致する１つまたは複数のユーザ・ノード２０２、コンセプト・ノード
２０４、またはエッジ２０６を識別しようと試みることができる。タイプ・アヘッド・プ
ロセスが文字列またはｎグラムを含む要求または呼出しをテキスト・クエリから受け取っ
たとき、タイプ・アヘッド・プロセスは、修正された提案クエリを実施する、または実施
させ、既存のソーシャル・グラフ要素（すなわち、ユーザ・ノード２０２、コンセプト・
ノード２０４、エッジ２０６）を、それぞれの名前、タイプ、カテゴリ、またはユーザに
関連付けられている情報と共に入力されたテキストと一致する他の識別子に少なくとも一
部基づいて識別することができる。タイプ・アヘッド・プロセスは、１つまたは複数のマ
ッチング・アルゴリズムを使用し、一致するノードまたはエッジを識別しようと試み、識
別されたノードまたはエッジを組み込む修正された提案クエリを処理することができる。
修正された提案クエリに応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、
一致するソーシャル・グラフ要素を求めて、または一致するソーシャル・グラフ要素につ
ながっているソーシャル・グラフ要素を求めて、適宜、ソーシャル・グラフ・データベー
スを自動的に（あるいは、要求内の命令に基づいて）呼び出す、または他の方法で検索す
ることができる。本開示は、タイプ・アヘッド・プロセスを特定の方法で検索クエリに適
用することについて述べているが、本開示は、タイプ・アヘッド・プロセスを任意の好適
なようにして検索クエリに適用することを企図する。
【００６６】
　検索クエリおよび検索結果に関連して、特定の実施形態は、２００６年８月１１日に出
願された米国特許出願第１１／５０３０９３号、２０１０年１２月２２日に出願された米
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国特許出願第１２／９７７０２７号、２０１０年１２月２３日に出願された米国特許出願
第１２／９７８２６５号、および２０１３年１０月１１日に出願された米国特許出願第１
４／０５２５３６号に開示されている１つまたは複数のシステム、構成要素、要素、機能
、方法、動作、またはステップを使用することができ、これらを本願明細書に援用する。
【００６７】
　要素検出、および曖昧語の構文解析
　上記のように、ユーザによってテキストが検索クエリ・フィールド５１０内に入力され
たことに応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、特定のソーシャ
ル・グラフ要素に対応し得るテキストの一部分を識別することができる。しかし、場合に
よっては、検索クエリ・フィールド５１０内に入力されたテキストは、曖昧な１つまたは
複数の語を含むことがあり、曖昧語は、複数のソーシャル・グラフ要素に対応する可能性
がある語である。曖昧語を構文解析するために、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１６０は、ソーシャル・グラフ２００にアクセスし、次いで、テキスト・クエリからの
曖昧なｎグラムに対応するソーシャル・グラフ要素を識別するためにテキストを構文解析
することができる。次いで、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つま
たは複数の構造化クエリを含むように提案クエリを修正することができ、各構造化クエリ
は、可能な一致するソーシャル・グラフ要素の１つに対応する。これらの構造化クエリは
、関連のソーシャル・グラフ要素に対する参照を有する自然言語構文で書き直されるよう
に、文法モデルによって生成される文字列に基づいてもよい。特定の実施形態では、これ
らの構造化クエリは、どのソーシャル・グラフ要素がユーザに対して最も関連性が高いか
構造化クエリから推定するために、ユーザに関連付けられている情報に基づいてランク付
けされてもよい。次いで、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、テキスト
内の曖昧語をユーザに対して最も関連性が高いと推定されたソーシャル・グラフ要素にロ
ックし、次いで、関連のソーシャル・グラフ要素に基づいて構造化クエリの新しいセット
を生成することができる。本開示は、特定の構造化クエリを特定の方法で生成することに
ついて述べているが、本開示は、構造化クエリを任意の好適なようにして生成することを
企図する。
【００６８】
　限定するものとしてではなく一例として、ユーザは、非構造化テキスト「友達　スタン
フォード」を検索クエリ・フィールド５１０内に入力することができる。クエリするユー
ザがこの非構造化テキストを検索クエリ・フィールド５１０内に入力したとき、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０は、上記のように、この非構造化テキストを組み
込む構造化クエリを含むように提案クエリを修正することができる。特定の実施形態では
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０、提案クエリは、下記のように、たと
えば現在の、またはユーザ・プロフィール情報など、ユーザに関連する情報を含むように
自動的に埋められた１つまたは複数の非構造化クエリの形態をとってもよい。当然ながら
、テキストは、標準的な言語／文法規則（たとえば、英語の文法）に関して構造化されて
もよい。しかし、テキストは、通常、ソーシャル・グラフ要素に関して非構造化されたも
のになる。換言すれば、検索クエリ・フィールド５１０内に入力されるテキストは、通常
、特定のソーシャル・グラフ要素に対する埋め込まれた参照を含まないことがある。した
がって、本明細書では、構造化クエリは、特定のソーシャル・グラフ要素に対する参照を
含み、検索エンジンが識別された要素に基づいて検索することを可能にするクエリに及ぶ
。さらに、テキストは、形式クエリ構文に関して非構造化されたものになり得る。換言す
れば、テキストは、必ずしも検索エンジンによって直接的に実行可能なクエリ・コマンド
のフォーマットではないことがある（たとえば、テキスト・クエリ「友達　スタンフォー
ド」を構文解析し、提案クエリ・コマンド「ｉｎｔｅｒｓｅｃｔ（学校（スタンフォード
大学），友達（私）」または「／ｓｅａｒｃｈ／私／友達／［スタンフォード大学のため
のノードＩＤ］／生徒／ｅｖｅｒ－ｐａｓｔ／ｉｎｔｅｒｓｅｃｔ」を形成することがで
き、これらは、ソーシャル・グラフ・データベース内で提案クエリとして実行され得る）
。下記で論じるカード４５０に関して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０
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は、タイプ・アヘッド・クエリ結果にも構造化クエリ結果にも対応するカード４５０を生
成することができる。限定するものとしてではなく一例として、ソーシャル・ネットワー
キング・システム１６０は、タイプ・アヘッド・プロセスの結果に対応する第１のカード
４５０、クエリ「近くの友達」に対応する第２のカード４５０、および構造化クエリ「ス
タンフォードに行った近くの友達」の結果に対応する第３のカード４５０を生成すること
ができる。次いで、これらのカード４５０は、下記で論じるように、ランク付けおよびフ
ィルタされてもよい。
【００６９】
　本開示は、特定の提案クエリを特定の方法で受け取ることについて述べているが、本開
示は、任意の好適な提案クエリを任意の好適なようにして受け取ることを企図する。
　要素検出およびクエリの構文解析に関するより多くの情報は、２０１２年７月２３日に
出願された米国特許出願第１３／５５６０７２号、２０１２年１２月３１日に出願された
米国特許出願第１３／７３１８６６号、および２０１２年１２月３１日に出願された米国
特許出願第１３／７３２１０１号に見出すことができ、これらのそれぞれを本願明細書に
援用する。
【００７０】
　構造化検索クエリの生成
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、複数の文法
を含む文脈自由文法モデルにアクセスすることができる。この文法モデルの各文法は、１
つまたは複数の非終端トークン（または「非終端記号」）および１つまたは複数の終端ト
ークン（または「終端記号「Ｖ」クエリ・トークン」）を含むことができ、特定の非終端
トークンは、終端トークンによって置き換えられてもよい。文法モデルは、形式言語にお
ける文字列のための形成規則のセットである。特定の実施形態では、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０は、１つまたは複数の文法を使用して１つまたは複数の文字
列を生成することができる。言語における文字列を生成するためには、単一の開始記号だ
けからなる文字列から始める。次いで、開始記号も指定された非終端記号も含まない文字
列が生成されるまで生成規則が任意の順序で適用される。文脈自由文法では、文法の各非
終端の生成は、文法の他の非終端記号によって生成されるものから独立している。非終端
記号は、終端記号（すなわち、終端トークンまたはクエリ・トークン）で置き換えられ得
る。クエリ・トークンのいくつかは、前述のように、識別されたノードまたは識別された
エッジに対応し得る。次いで、文法によって生成される文字列を、識別されたノードまた
は識別されたエッジに対する参照を含む構造化クエリのための基礎として使用することが
できる。文法によって生成される文字列は、その文字列に基づく構造化クエリもまた自然
言語において書き直されるように、自然言語構文で書き直され得る。文脈自由文法は、各
生成規則の左側が単一の非終端記号だけからなる文法である。確率文脈自由文法は、タプ
ル＜Σ，Ｎ，Ｓ，Ｐ＞であり、疎な集合ΣおよびＮがそれぞれ終端記号および非終端記号
を指定し、Ｓ∈Ｎは開始記号である。Ｐは生成規則（ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ）の集合であ
り、Ｅ→ξ（Ｐ）の形態をとり、Ｅ∈Ｎ、ξ∈（Σ∪Ｎ）＋、およびｐ＝Ｐｒ（Ｅ→ξ）
、Ｅが文字列ξに拡張する確率である。所与の非終端Ｅの拡張すべてにわたる確率ｐの和
は、１でなければならない。本開示は、特定の文法にアクセスすることについて述べてい
るが、本開示は、任意の好適な文法を企図する。さらに、本開示は、文字列を特定の方法
で生成することについて述べているが、本開示は、文字列を任意の好適なようにして生成
することを企図する。
【００７１】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つまたは
複数の構造化クエリを含んでもよい提案クエリを生成することができる。構造化クエリは
、前述のように、１つまたは複数の文法によって生成された自然言語文字列に基づいても
よい。各構造化クエリは、識別されたノードの１つもしくは複数または識別されたエッジ
２０６の１つもしくは複数に対する参照を含んでもよい。このタイプの構造化クエリは、
識別されたユーザ・ノード２０２および識別されたエッジ２０６につながっている、また
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は他の形で関係するコンテンツを求めて検索することによって、ソーシャル・ネットワー
キング・システム１６０が、オンライン・ソーシャル・ネットワーク（たとえば、プロフ
ィール・ページなど）に関係するリソースおよびコンテンツを求めてより効率的に検索す
ることを可能にすることができる。限定するものとしてではなく一例として、検索クエリ
・フィールド５１０内のテキスト「私のガールフレンドの友達を見せて」に応答して、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、構造化クエリ「ステファニーの友達」
を含む提案クエリを生成することができ、この構造化クエリ内の「友達」および「ステフ
ァニー」は、特定のソーシャル・グラフ要素に対応する参照である。「ステファニー」に
対する参照は、特定のユーザ・ノード２０２に対応することになり（ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０は、ユーザ「ステファニー」のためのユーザ・ノード２０２
と合致するようにｎグラム「私のガールフレンド」を構文解析した）、一方、「友達」に
対する参照は、ユーザ・ノード２０２を他のユーザ・ノード２０２（すなわち、「ステフ
ァニー」の一次の友達につなげるエッジ２０６）につなげる友達タイプ・エッジ２０６に
対応する。この構造化クエリを実行したとき、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１６０は、友達タイプ・エッジ２０６によって「ステファニー」に対応するユーザ・ノー
ド２０２につながっている１つまたは複数のユーザ・ノード２０２を識別することができ
る。限定するものとしてではなく別の例として、テキスト「フェースブック（登録商標）
で働く友達」に応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、構造化ク
エリ「フェースブックで働く私の友達」を生成することができ、この構造化クエリ内の「
私の友達」「で働く」および「フェースブック」は、前述のように特定のソーシャル・グ
ラフ要素（すなわち、友達タイプ・エッジ２０６、「で働く」タイプ・エッジ２０６、お
よび会社「フェースブック」に対応するコンセプト・ノード２０４）に対応する参照であ
る。修正された提案クエリの結果に基づいて、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１６０は、たとえば一致するノードの名前（名前文字列）を組み込むように１もしくは複
数のカード４５０またはカード・クラスタ５３０Ａ～５３０Ｂを修正することができる。
これらの構造化クエリは、予め生成しキャッシュからアクセスすることも、ユーザからの
入力に応答して動的に生成することもできる。本開示は、特定の構造化クエリを特定の方
法で生成することについて述べているが、本開示は、任意の好適な構造化クエリを任意の
好適なようにして生成することを企図する。
【００７２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、生成された
提案クエリにスコア付けすることができる。スコアは、たとえば、信頼スコア、確率、品
質、ランキング、別の好適なタイプのスコア、またはそれらの任意の組合せであってよい
。提案クエリは、たとえば、ユーザがアクセスしているページもしくはページのタイプ、
ユーザ・エンゲージメント・ファクタ、ビジネス・インテリジェンス・データ、特定の提
案クエリの予測クリック・スルー・レート率（ＣＴＲ）、特定の提案クエリの転換率、ユ
ーザのユーザプリファレンス、ユーザの検索履歴、特定のクエリの広告スポンサーシップ
、特定のクエリ内で参照されているソーシャル・グラフ要素に対するユーザのソーシャル
・グラフ親和性、ユーザの推定される意図、特定の提案クエリの一般的もしくは現在の傾
向、特定の提案クエリの有用性、ユーザの現在の地理的ロケーション、現在時刻、他の好
適なファクタ、またはそれらの任意の組合せなど、様々なファクタに基づいてスコア付け
されてよい。本開示は、提案クエリを特定の方法でランク付けすることについて述べてい
るが、本開示は、提案クエリを任意の好適なようにしてランク付けすることを企図する。
【００７３】
　上記のように、提案クエリに対応するカード４５０は、図３に示されているように、ユ
ーザのクライアント・システム１３０上のネイティブ・アプリケーションのユーザ・イン
タフェース（ＵＩ）上、またはブラウザ・クライアントによってアクセスされるウェブペ
ージ上に表示されてもよい。特定の実施形態では、提案クエリに対応するカード４５０は
、たとえば上記のように以前に決定されたランクに基づいてなど、ランク付けされた順序
でユーザに提示されてもよい。さらに、特定の実施形態では、しきい値ランクより上の提
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案クエリに対応するカード４５０がユーザに送られ、表示されてもよい。構造化検索クエ
リおよび文法モデルに関するより多くの情報は、２０１２年７月２３日に出願された米国
特許出願第１３／５５６０７２号、２０１２年１１月１２日に出願された米国特許出願第
１３／６７４６９５号、および２０１２年１２月３１日に出願された米国特許出願第１３
／７３１８６６号に見出すことができ、これらのそれぞれを本願明細書に援用する。
【００７４】
　検索結果の生成
　特定の実施形態では、特定のアプリケーションまたはプログラムによって生成された提
案クエリに応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複
数の検索結果を生成することができ、各検索結果は、提案クエリの語に一致する（または
実質的に一致する）。ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザ・ノー
ド２０２に対応するユーザの情報に少なくとも一部基づいて提案クエリを生成することが
できる。下記のように、提案クエリに応答して、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１６０は、提案クエリの検索結果に対応する１または複数のカード４５０を生成するこ
とができる。特定の実施形態では、検索結果に対応するカード４５０をクラスタ化または
ランク付けし、ブラウザ・クライアントまたはネイティブ・アプリケーションのＵＩによ
ってアクセスされるページとしてユーザに送ってもよい。本開示は、特定のページ上でカ
ードおよびカード・クラスタを表示することについて記載し示しているが、本開示は、任
意の好適なページ上でカードおよびカード・クラスタを表示することを企図する。
【００７５】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、提案クエリ
の検索結果に対応する１または複数のカード４５０を生成することができる。カード４５
０は、提案クエリに一致する、またはそれに関係するであろうリソースまたはコンテンツ
（たとえば、ユーザプロフィール・ページ、コンテンツプロフィール・ページ、または外
部リソース）を識別する情報を含んでもよい。特定の実施形態では、各カード４５０は、
ソーシャル・グラフ２００の特定のユーザ・ノード２０２またはコンセプト・ノード２０
４に対応してよい。カード４５０は、ノードに関連付けられているプロフィール・ページ
に対するリンク、ならびにノードについてのコンテキスト情報（すなわち、ノードに対応
するユーザまたはコンセプトについてのコンテキスト情報）を含んでもよい。特定の実施
形態では、各検索結果は、提案クエリの選択されたエッジの１つまたは複数によって、選
択されたノードの１つまたは複数に接続されるノードに対応してもよい。特定の実施形態
では、また、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、提案クエリに応答して
、広告または他のスポンサ付きのコンテンツをクライアント・システム１３０に送信して
もよい。広告は、カード４５０の一部として、または別々に含まれてもよい。広告は、カ
ード４５０内で参照されるオブジェクトの１つまたは複数に対応してもよい。特定の実施
形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、特定のリソースまたはコ
ンテンツを識別する１つまたは複数のカード４５０を、それらのリソースまたはコンテン
ツに関連付けられているユーザに関連付けられているプライバシ設定に基づいてフィルタ
により除外してもよい。本開示は、提案クエリに対応する特定のカードを特定の方法で生
成することについて述べているが、本開示は、任意の好適な提案クエリに対応する任意の
好適なカードを任意の好適なようにして生成することを企図する。
【００７６】
　検索結果を生成することに関するより多くの情報は、２０１２年７月２３日に出願され
た米国特許出願第１３／５５６，０１７号、２０１２年１２月３１日に出願された米国特
許出願第１３／７３１９３９号、および２０１３年１０月１１日に出願された米国特許出
願第１４／０５２５６４号に見出すことができ、これらのそれぞれを本願明細書に援用す
る。
【００７７】
　提案クエリを有するカードの生成
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザに対
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してパーソナライズされた、または関連するカード４５０の形態で推奨を生成および表示
することができる。特定の実施形態では、１つまたは複数のカード・スタック５３０Ａ～
５３０Ｂをユーザに送ることができる。本明細書では、フィルタ－値と称することは、オ
ブジェクトの特定の特性について説明するメタデータまたは属性に及ぶ。本明細書では、
ユーザ・エンゲージメント・スコアと称することは、たとえば他のユーザ、コンセプト、
コンテンツなどに関ることによるなど、オンライン・ソーシャル・ネットワークのユーザ
の関りを測定するためのメトリックに及ぶ。限定するものとしてではなく一例として、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム上の特定の検索ページのヌル検索状態の一部としてユーザに送ることができる１つま
たは複数のカード・スタック５３０Ａ～５３０Ｂを生成することができる。限定するもの
としてではなく別の例として、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、モバ
イル・クライアント・システム１３０上で実行されるソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０に関連付けられているネイティブ・アプリケーションの一部としてカード・
スタック５３０Ａ～５３０Ｂを生成することができる。本開示は、パーソナライズされた
推奨を特定の方法で生成することについて述べているが、本開示は、パーソナライズされ
た推奨を任意の好適なようにして生成することを企図する。
【００７８】
　図６は、例示的なカードを生成するための例示的なモジュールを示す。図６は、特定の
機能を有する特定のモジュールの特定の構成を示すが、本開示は、任意の好適な機能また
は機能の組合せを有することができる任意の好適なモジュールのモジュールの任意の好適
な構成を企図する。上記のように、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、
たとえばユーザの現在のロケーションまたは時刻など、ユーザの情報に基づいてカード４
５０を生成することができる。特定の実施形態では、クライアント・システム１３０また
はソーシャル・ネットワーキング・システム１６０上で実行されるアプリケーション６１
０は、ユーザの情報をカード生成モジュール６２０に送ることができる。特定の実施形態
では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ソーシャル・グラフ２００に
関連付けられている情報、ソーシャル・グラフ以外の情報、またはそれらの任意の組合せ
を使用し、１または複数のカード４５０を生成することができる。限定するものとしてで
はなく一例として、ユーザの「チェックイン」に関連付けられている地理的ロケーション
は、どのようにユーザが「場所」または地理的ロケーションにつなげられるか、およびど
のように世界の場所すべてがそれらの地理的ロケーションを訪れたことがあるユーザを通
じて互いにつなげられるかのソーシャル・グラフ以外であることができる。特定の実施形
態では、アプリケーション６１０は、たとえばユーザに関連付けられている現在のロケー
ションまたは時刻など、ユーザに関連付けられている現在の情報にアクセスすることがで
きる。限定するものとしてではなく一例として、アプリケーション６１０は、上記のよう
に、モバイル・クライアント・システム１３０のロケーション・サービスを通じてユーザ
の現在のロケーションを決定することができる。別の例として、アプリケーション６１０
は、クライアント・システム１３０のインターネット・プロトコル（ＩＰ）またはメディ
ア・アクセス・コントロール（ＭＡＣ）アドレスを通じてユーザの現在のロケーションを
決定することができる。特定の実施形態では、アプリケーション６１０によってアクセス
されたユーザの現在の情報は、カードアグリゲータ・モジュール６２０に送ることができ
る。カードアグリゲータ・モジュール６２０は、１つまたは複数の提案クエリを生成する
ことができ、次いでそれらの提案クエリは、ドメイン・モジュール、ドメイン１～ドメイ
ンＮに送ることができる。さらに、カードアグリゲータ・モジュール６２０は、たとえば
ユーザの現在のロケーションまたは時刻など受け取られた情報に基づいて提案クエリ内に
自動的に埋められ得る１つまたは複数の検索語を推定することができる。
【００７９】
　特定の実施形態では、各ドメイン・モジュール、ドメイン１～ドメインＮは、特定のク
エリ－ドメインに対応してもよい。限定するものとしてではなく一例として、各ドメイン
・モジュール、ドメイン１～ドメインＮは、下記のように、ソーシャル・ネットワーキン
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グ・システム１６０上に記憶されたオブジェクトのバーティカルの検索インデックスを含
むことができる。検索インデックスは、１つまたは複数のコンピューティング・デバイス
（たとえば、サーバ）を備えるそれぞれのインデックス・サーバによってホストされても
よい。限定するものとしてではなく一例として、各クエリ－ドメインの検索インデックス
は、特定のタイプの場所（たとえば、映画館、レストラン、ランドマーク、または都市）
、特定のタイプのエンティティ（たとえば、人、事業体、グループ、スポーツ・チーム、
または著名人）、特定のタイプのリソース（たとえば、オーディオ・ファイル、ビデオ・
ファイル、デジタル写真、テキスト・ファイル、構造化文書、またはアプリケーション）
、または特定のタイプの物的財産もしくは知的財産（たとえば、彫刻、絵画、映画、ゲー
ム、楽曲、着想、写真、または著述）、あるいはそれらの任意の組合せに関連付けられて
いるオブジェクトを参照することができる。特定の実施形態では、データ・ストアまたは
バーティカルは、ソーシャル・ネットワーキング・システムのオブジェクトを記憶するこ
とができる。特定の実施形態では、各データ・ストアまたはバーティカルは、それぞれの
データ記憶デバイス内の特定のクエリ－ドメインのオブジェクトを記憶するように構成さ
れてもよい。限定するものとしてではなく一例として、第１のバーティカルは、映画に関
連付けられているオブジェクトを記憶することができ、第２のバーティカルは、レストラ
ンに関連付けられているオブジェクトを記憶することができ、第３のバーティカルは、ラ
ンドマークに関連付けられているオブジェクトを記憶することができる。特定の実施形態
では、各オブジェクトは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０上に記憶され
たオブジェクトの特性である特定のクエリ－フィルタについて説明するメタデータまたは
属性であるフィルタ値を有してもよい。限定するものとしてではなく一例として、例示的
なクエリ－フィルタ［“ジャンル”］［“料理”］［“ロケーション”］は、それぞれ例
示的なフィルタ値［“ＳＦ”］［“中華”］［“パロ・アルト”］が関連付けられてもよ
い。
【００８０】
　特定の実施形態では、カードアグリゲータ・モジュール６２０に返される提案クエリの
検索結果は、カード推奨モジュール６３０によって識別されるクエリ－フィルタおよび関
連のフィルタ値によって修正されてもよい。特定の実施形態では、カード推奨モジュール
６３０は、ユーザに関連する１つまたは複数のクエリ－フィルタを、各ドメイン・モジュ
ール、ドメイン１～ドメインＮに関連付けられているクエリ－フィルタの所定のリストか
ら識別することができる。特定の実施形態では、カード推奨モジュール６３０は、ユーザ
のソーシャル・グラフ２００からの情報、オブジェクトの特徴（たとえば、オブジェクト
に関連付けられている「いいね」の数）、ユーザの人口統計情報、またはそれらの任意の
組合せに関係する情報を記憶する、またはそれにアクセスすることができる。さらに、カ
ード推奨モジュール６３０は、１つまたは複数のサードパーティ・システム１７０上に記
憶された１つまたは複数のオブジェクトに関連付けられているデータ（たとえば、動作の
時間、物理的なロケーション、またはイベント時間）にアクセスし、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０上に記憶された１つまたは複数のオブジェクトのフィルタ値
を補うことができる。さらに、カード推奨モジュール６３０は、ユーザのソーシャル・グ
ラフ２００の１つまたは複数のコンセプト・ノードまたはユーザ・ノードにつながってい
る１つまたは複数のエッジの識別を通じて、１つまたは複数のクエリ－フィルタおよび関
連のフィルタ値を識別することができる。さらに、カード推奨モジュール６３０は、カー
ド推奨モジュール６３０のデータとの組合せで、ユーザ履歴モジュール６４０および人口
統計データ・モジュール６５０に記憶された情報にアクセスすることによって、ユーザに
関連し得る特定のクエリ－フィルタおよび関連のフィルタ値を識別することができる。限
定するものとしてではなく一例として、カード推奨モジュール６３０は、ユーザの「友達
」のアクティビティにアクセスし、その「友達」のアクティビティに基づいて１つまたは
複数のクエリ－フィルタおよび関連のフィルタ値を識別してもよい。たとえば、クエリ－
フィルタおよび関連のフィルタ値は、たとえば特定の映画または特定のジャンルの複数の
映画など特定のコンテンツ・オブジェクトに「いいね」を表明しているユーザの１または
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複数の「友達」に基づいて識別されてもよい。別の例として、カード推奨モジュール６３
０は、ユーザと同様の人口統計データの少なくともサブセットを有する他のユーザのアク
ティビティに基づいて１つまたは複数のクエリ－フィルタおよび関連のフィルタ値を識別
してもよい。
【００８１】
　特定の実施形態では、人口統計データ・モジュール６５０は、上記のユーザ・プロフィ
ールまたはソーシャル・グラフ２００を通じてユーザの人口統計情報を記憶することがで
きる。ユーザの例示的な人口統計情報は、性別、年齢、出身地、居住地、在籍した学校、
組織メンバーシップ、信仰する宗教、教育レベル、交際状態、職業、またはそれらの任意
の組合せを含んでよい。特定の実施形態では、１つまたは複数のクエリ－フィルタおよび
関連のフィルタ値は、カード推奨モジュール６３０によって、人口統計データ・モジュー
ル６５０上に記憶されたユーザと同様の人口統計情報を有する他のユーザのソーシャル・
グラフ２００内のオブジェクトに対するエッジを識別することに少なくとも一部基づいて
識別されてもよい。限定するものとしてではなく一例として、カード推奨モジュール６３
０は、たとえば同じ教育レベルおよび職業を有するなど、ユーザと共通の人口統計情報の
少なくともサブセットを有する他のユーザに基づいて関連のフィルタ値（たとえば、［“
ＳＦ”］）を有する特定のクエリ－フィルタ（たとえば、［“ジャンル”］）を識別して
もよい。特定の実施形態では、カード推奨モジュール６３０は、ユーザが現在のロケーシ
ョンに対して地元民であるか、それとも旅行者であるかの決定に少なくとも一部基づいて
、特定のクエリ－ドメインについて１つまたは複数のクエリ－フィルタおよびフィルタ値
を識別してもよい。限定するものとしてではなく一例として、ユーザが現在のロケーショ
ンの地元民であるか、それとも旅行者であるかの決定は、ユーザの現在のロケーションを
、人口統計データ・モジュール６５０によって記憶された出身地または居住地情報に比較
することに基づいてもよい。別の例として、たとえばユーザの出身地、仕事、学校など、
ある人口統計情報を、ユーザの記憶されたＧＰＳまたはロケーションのデータ履歴から導
出してもよい。たとえば、ユーザが大抵の日の勤務時間中、メンロー・パークにいるとユ
ーザのロケーション・データが示す場合、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、
メンロー・パークがユーザの職場であると推定することができる。さらに、推定されたユ
ーザの地理的ロケーションを、人口統計データ・モジュール６５０内に記憶し、ユーザが
この情報を自分達のユーザ・プロフィール内で明示的に提供しない場合でさえ、カード推
奨モジュール６３０によって使用してもよい。別の例として、ロケーション・データをユ
ーザの写真から抽出し、ユーザに関連付けられている地理的ロケーションを決定し、ユー
ザの出身地を推定してもよい。
【００８２】
　特定の実施形態では、ユーザ履歴モジュール６４０は、上記のようにソーシャル・グラ
フ２００のユーザのノードをユーザの他のノードにつなげるエッジとして表され得るソー
シャル・ネットワーキング・システム１６０内でのユーザの過去のアクティビティを含ん
でもよいソーシャル・グラフ情報を記憶することができる。限定するものとしてではなく
一例として、ユーザ履歴モジュール６４０は、ユーザのチェックイン履歴または「いいね
」履歴を含んでもよい。たとえば、カード推奨モジュール６３０は、ユーザの居住地近く
の特定の料理のレストランでユーザが複数回チェックインしていることに少なくとも一部
基づいて、ユーザに関連する特定のクエリ－フィルタ［“料理”］および［“ロケーショ
ン”］と関連のフィルタ値［“中華”］および［“パロ・アルト”］をそれぞれ識別する
ことができる。別の例では、カード推奨モジュール６３０は、ユーザ履歴モジュール６４
０上に記憶されたユーザの検索履歴に少なくとも一部基づいて１つまたは複数のクエリ－
フィルタおよび関連のフィルタ値を識別してもよい。特定の実施形態では、ユーザ履歴モ
ジュール６４０は、以前に表示されたカード４５０とのユーザ対話に関連付けられている
情報を含んでもよい。下記のように、１つまたは複数のクエリ－フィルタおよび関連のフ
ィルタ値は、それらのクエリ－フィルタおよび関連のフィルタ値を参照するカード４５０
とのユーザによる対話、または対話がないことに少なくとも一部基づいて、ユーザに対し
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てより関連性が高い、またはより関連性が低いものとして識別されてもよい。特定の実施
形態では、カード推奨モジュール６３０は、ユーザが現在のロケーションに対して地元民
であるか、それとも旅行者であるかの決定に少なくとも一部基づいて、特定のクエリ－ド
メインについて１つまたは複数のクエリ－フィルタを識別してもよい。限定するものとし
てではなく一例として、ユーザが現在のロケーションの地元民であるか、それとも旅行者
であるかの決定は、ユーザ履歴モジュール６４０によって記憶された「チェックイン」ま
たは「いいね」に基づいてもよい。特定の実施形態では、ユーザが地元民であるか、それ
とも旅行者であるかの決定は、上記のように、ユーザ履歴モジュール６４０または人口統
計データ・モジュール６５０によって記憶されたユーザの情報に基づいてスコアを計算す
ることに基づいてもよい。
【００８３】
　カード推奨モジュール６３０は、提案クエリの特定のクエリ－ドメインの識別されたク
エリ－フィルタおよび関連のフィルタ値をドメイン・モジュール、ドメイン１～ドメイン

Ｎに送ることができる。本開示は、特定の数の関連のフィルタ値を有する特定の数のクエ
リ－フィルタを有するクエリ－ドメインについて述べているが、本開示は、任意の好適な
数のクエリ－フィルタおよび関連のフィルタ値を有するクエリ－ドメインを企図する。特
定の実施形態では、クエリ－フィルタは、識別されたクエリ－フィルタおよび関連のフィ
ルタ値に少なくとも一部基づいて、ドメイン・モジュール、ドメイン１～ドメインＮによ
って返された検索結果のサブセットを除去または無視してもよい。限定するものとしてで
はなく一例として、［“レストラン”］クエリ－ドメインのクエリ－フィルタ［“等級”
］および関連のフィルタ値［“４つ星”］について、提案クエリに応答して返され、［“
等級”］クエリ－フィルタのための［“４つ星”］フィルタ値を有する［“レストラン”
］クエリ－ドメインに関連付けられている１つまたは複数のオブジェクトがカードアグリ
ゲータ・モジュール６２０に送られる。
【００８４】
　上記のように、カードアグリゲータ・モジュール６２０は、提案クエリに応答してドメ
イン・モジュール、ドメイン１～ドメインＮから受け取られる１つまたは複数のオブジェ
クトを参照する１または複数のカード４５０を生成することができる。特定の実施形態で
は、１つまたは複数のユーザ・エンゲージメント・ファクタに基づいて、各カード４５０
について、ユーザ・エンゲージメント・スコアを計算してもよい。特定の実施形態では、
ユーザ・エンゲージメント・ファクタは、ソーシャル・グラフ情報、人口統計情報、ユー
ザの現在の情報、またはそれらの任意の組合せのうちの１つまたは複数を含んでもよい。
ユーザ・エンゲージメント・スコアは、たとえば、信頼スコア、確率、品質、ランキング
、別の好適なタイプのスコア、またはそれらの任意の組合せであってよい。限定するもの
としてではなく一例として、各カードについてのユーザ・エンゲージメント・スコアは、
ユーザがカードに関る確率を表すことができる。別の例として、ユーザ・エンゲージメン
ト・スコアは、明確に定義された目標のセットに対して特定のオブジェクトを参照するカ
ード４５０とのユーザ対話の度合いおよび深さの推定値を表すことができる。限定するも
のとしてではなく一例として、ユーザ・エンゲージメント・スコアを計算することは、各
クエリ－ドメインを参照するカード４５０との以前の関り、各クエリ－ドメインを参照す
るカード４５０の以前のクリック・スルー率、各クエリ－ドメインを参照する特定のカー
ド４５０の転換率、ユーザのプリファレンス、ユーザの検索履歴、カード４５０によって
参照されるソーシャル・グラフ要素もしくはオブジェクトに対するユーザのソーシャル・
グラフ親和性、ユーザの意図を推定すること、ユーザの現在のロケーション、カード４５
０のクエリ－ドメインの一般的もしくは現在の傾向、他の好適なファクタ、またはそれら
の任意の組合せに基づいてもよい。限定するものとしてではなく一例として、ユーザのプ
リファレンスは、たとえばユーザにとって関心のある、または関心のない提案クエリまた
は提案クエリのタイプを指定し得る。限定するものとしてではなく一例として、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０は、提案クエリに対応する、またはユーザのユー
ザプリファレンスによって指定されるユーザによって好まれるクエリ－ドメイン／フィル
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タを参照するカード４５０を識別し、ユーザによって好まれると指定されたこれらのカー
ド４５０のためにより高いユーザ・エンゲージメント・スコアを計算してもよい（同様に
、好まれないと指定された提案クエリまたは提案クエリ－ドメイン／フィルタは、より低
くスコア付けされても、完全に除外されても／ヌル・スコアが割り当てられてもよい）。
別の例として、ユーザの意図を、下記のように推定することができ、その意図に関係する
提案クエリに対応するカードを生成し、ユーザに送ってもよい。本開示は、カードのユー
ザ・エンゲージメント・スコアを特定の方法で計算することについて述べているが、本開
示は、カードのユーザ・エンゲージメント・スコアを任意の好適なようにして計算するこ
とを企図する。
【００８５】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１または複数のカード４５０をユ
ーザに送ることができる。限定するものとしてではなく一例として、カード４５０は、１
つまたは複数のカード・クラスタ５３０として送られてもよい。特定の実施形態では、カ
ード４５０は、ユーザによって現在アクセスされているページ上に表示されてもよい。限
定するものとしてではなく一例として、ページは、ソーシャルネットワーク・システム１
６０のプロフィール・ページ（たとえば、クエリするユーザのユーザプロフィール・ペー
ジまたはオンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられているコンセプトのコン
セプトプロフィール・ページ）、オンライン・ソーシャル・ネットワークのニュースフィ
ード・ページ、特定のカードに対応する検索結果ページ、またはオンライン・ソーシャル
・ネットワークの別の好適なページであってよい。特定の実施形態では、送られた各カー
ド４５０は、そのユーザについてのしきい値ユーザ・エンゲージメントより大きなユーザ
・エンゲージメント・スコアを有することができる。カード４５０にスコア付けした後で
、次いでソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、しきい値ユーザ・エンゲー
ジメント・スコアより大きなユーザ・エンゲージメント・スコアを有するカード４５０だ
けを送ることができる。特定の実施形態では、送られたカード４５０は、オンライン・ソ
ーシャル・ネットワークのニュースフィード・ページ上に表示されてもよい。特定の実施
形態では、しきい値ユーザ・エンゲージメント・スコアより大きなユーザ・エンゲージメ
ント・スコアを有する提案クエリに対応するカード４５０がユーザに対して自動的にプッ
シュされてもよい。限定するものとしてではなく一例として、送られたカードは、ユーザ
のニュース・フィード内の１つまたは複数のストーリ、ユーザのクライアント・システム
１３０にプッシュされる通知、ヌル状態の提案クエリ、またはそれらの任意の組合せとし
て表示されてもよい。カード４５０は、前述のように生成およびスコア付けされてもよく
、検索クエリ・フィールド３５０に関連するカードを表示するのではなく、カードをニュ
ースフィード・ストアとして生成し、スタンドアロンのアプリケーションにおいて、また
はクライアント・システムのホーム画面上で、オンライン・ソーシャル・ネットワークの
ニュースフィード・ページにユーザがアクセスしたことに応答して、ユーザのニュース・
フィード内に表示することができる。
【００８６】
　図７は、ユーザのためにカードを生成するための例示的な方法７００を示す。この方法
は、ステップ７１０で始まることができ、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６
０は、複数のノードと、ノード同士とをつなげる複数のエッジ２０６とを含むソーシャル
・グラフ２００にアクセスすることができる。ノードは、第１のユーザ・ノード２０２と
、複数の第２のノード（１つもしくは複数のユーザ・ノード２０２、コンセプト・ノード
２０４、またはそれらの任意の組合せ）とを備えることができる。ステップ７２０では、
ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、いくつかのカードを生成することが
できる。特定の実施形態では、各カードは、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関
連付けられているクエリ－ドメインと、ゼロまたは１以上のクエリ－フィルタとを参照す
る提案クエリを含んでもよい。各クエリ－フィルタは、複数のノードのうちの１以上のノ
ードまたは複数のエッジのうちの１以上のエッジを参照することができる。ステップ７３
０では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のユーザ・
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エンゲージメント・ファクタに基づいて、各カードについてユーザ・エンゲージメント・
スコアを計算することができる。ステップ７４０では、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１６０は、しきい値ユーザ・エンゲージメント・スコアより大きなユーザ・エン
ゲージメント・スコアを有する各カードを、第１のユーザによって現在アクセスされてい
るページ上に表示するために第１のユーザに送ることができる。特定の実施形態は、適切
な場合、図７の方法の１つまたは複数のステップを繰り返すことができる。本開示は、図
７の方法の特定のステップについて特定の順序で行われるものとして記載し示しているが
、本開示は、任意の好適な順序で行われる図７の方法の任意の好適なステップを企図する
。さらに、本開示は、図７の方法の特定のステップを含む、ユーザのためにカードを生成
するための例示的な方法について記載し示しているが、本開示は、適切な場合、図７の方
法のステップのすべて、または一部を含んでも、それらを含まなくてもよい任意の好適な
ステップを含む、ユーザのためにカードを生成するための任意の好適な方法を企図する。
さらに、本開示は、図７の方法の特定のステップを実施する特定の構成要素、デバイス、
またはシステムについて記載し示しているが、本開示は、図７の方法の任意の好適なステ
ップを実施する任意の好適な構成要素、デバイス、またはシステムの任意の好適な組合せ
を企図する。
【００８７】
　図８は、例示的なモバイル・クライアント・システム１３０上の例示的なカード・イン
タフェースの例示的なワイヤフレームを示す。上記のように、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１６０は、各々が、１つまたは複数の検索結果５５０を含む１または複数
のカード４５０を自動的に生成することができる。特定の実施形態では、最初のカード・
スタックは、特定のクエリ－ドメインと、ゼロのクエリ－フィルタとを参照する１または
複数のカード４５０を含んでもよい。さらに、各カード４５０は、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１６０に関連付けられているクエリ－ドメインを参照する提案クエリ
に対応し得る。特定の実施形態では、１または複数のカード４５０は、提案クエリの１つ
または複数の検索結果のプレビューに対応してもよい。
【００８８】
　上記のように、カード４５０のクエリ－ドメインは、１つまたは複数のクエリ－フィル
タによって修正されてもよい。たとえば、［“レストラン”］クエリ－ドメインは、たと
えば［“ロケーション”］［“料理”］または［“等級”］など、１つまたは複数のクエ
リ－フィルタを有してもよい。特定の実施形態では、カード４５０は、クエリ－ドメイン
と、ゼロもしくは１以上のクエリ－フィルタと、ソーシャル・グラフ２００の１つもしく
は複数のコンセプト・ノード、ユーザ・ノード、エッジ、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１６０上のリソースもしくはオブジェクト、またはそれらの任意の組合せを参
照することができるゼロもしくは１以上のフィルタ値との組合せに由来してもよい。上記
のように、ユーザは、表示されたカード・クラスタ５３０の１または複数のカード４５０
と対話することができる。限定するものとしてではなく一例として、モバイル・クライア
ント・システム１３０上のネイティブ・アプリケーションは、カード・クラスタ５３０の
カード４５０間を探索するための「スクロール」ジェスチャに対応する入力を検出するこ
とができる。たとえば、ユーザは、カード・クラスタ５３０をスクロールすることによっ
て、異なるクエリ－フィルタを用いてカード４５０を見ることができる。別の例では、ネ
イティブ・アプリケーションは、特定のカード４５０上で「スワイプ」ジェスチャに対応
する入力を検出し、ユーザが追加の、または異なるクエリ－フィルタを適用するためのオ
プションを現すことができる。特定の実施形態では、特定のカード４５０上で「スワイプ
」ジェスチャに対応する入力を検出することにより、以前に表示されたカード４５０と同
じクエリ－ドメインおよび１つまたは複数の異なるクエリ－フィルタを有する後続のカー
ド４５０が表示される。限定するものとしてではなく一例として、ユーザは、［“等級”
］に対応するクエリ－フィルタを、クエリ－ドメイン［“レストラン”］およびクエリ－
フィルタ［“料理”］を有するカード・クラスタ５３０のカード４５０に適用してもよい
。特定の実施形態では、カード・クラスタ５３０内で下の方のカード４５０は、カード・
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クラスタ５３０の表示されたカード４５０とのユーザ対話に基づいて修正されてもよい。
限定するものとしてではなく一例として、カード・クラスタ５３０内で下の方のカード４
５０は、さらに特定の等級を有する特定の料理のレストランを表示してもよい。特定の実
施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、異なる期間に関連する
カード４５０を生成してもよい。特定のカード４５０は、直ちに関連、将来の期間に関連
、または任意の他の好適な期間に関連する検索結果を有する検索クエリに対応してもよい
。カード４５０は、一部にはそれらが関連する期間でランク付けされてもよい。限定する
ものとしてではなく一例として、クエリ－フィルタ［“ディナー”］の履歴上の適用に基
づいて、現在時刻が午後２：００にすぎず、これは「通常」のディナー時間外であり、し
たがって数時間の間、直ちに関連するものでない可能性がある場合でさえ、「今夜ディナ
ーをとる場所」に対応するカード４５０がカード・クラスタ５３０内でより高く配置され
てもよい。限定するものとしてではなく別の例として、（たとえば、ユーザのモバイル・
クライアント・システム１３０から決定される）ユーザの現在のロケーションが事務所の
外であることに基づいて、現在時刻が午後２：００であり、これは「通常」の昼食時間後
であり得るが、ユーザの現在のロケーションに基づいて直ちに関連するものと考えられ得
る場合でさえ、「いま食事する場所」に対応するカード４５０がカード・クラスタ５３０
内でより高く配置されてもよい。
【００８９】
　提案クエリを用いるカードのランキング
　特定の実施形態では、カード４５０のランキングは、特定のクエリ－ドメイン、クエリ
－フィルタ、フィルタ値、またはそれらの任意の組合せに少なくとも一部基づいてもよい
。本明細書では、予測ＣＴＲランキングと称することは、ユーザが、特定のカード４５０
のコンテンツに関連付けられているエンティティまたはユーザと対話するために「クリッ
ク」する確率に及ぶ。限定するものとしてではなく一例として、ソーシャル・ネットワー
キング・システム１６０は、下記の値モデルを使用してカード４５０をランク付けするこ
とができる。限定するものとしてではなく別の例として、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１６０は、下記のように、カード４５０に関連付けられているユース・ケース
を推定することに従ってカード４５０をランク付けすることができる。本開示は、１つま
たは複数の特定の方法でカードをランク付けすることについて述べているが、本開示は、
任意の好適な方法を企図する。
【００９０】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、値モデルに
少なくとも一部基づいて特定のカード・クラスタ５３０のカード４５０をランク付けする
ことができる。限定するものとしてではなく一例として、ランキングの値モデルは、予測
ＣＴＲならびにカードのユーザ関心値に基づいてもよく、ユーザ関心値は、特定のカード
上でクリックする（またはカードに関連付けられているアクティビティを実施する）とき
、ユーザの関心、満足、幸福などを表すことができ、または特定のカードと対話すること
に関連付けられている実際の金銭的価値（たとえば、広告スポンサーシップ）を表しても
よい。限定するものとしてではなく一例として、クリック・スルー率１０％を有する第１
のアクティビティ（たとえば、記事を読むこと）には、ユーザ関心値１が割り当てられ、
そのアクティビティにおける通常のユーザ関心を表してもよく、一方、第２のアクティビ
ティ（たとえば、コンサート・チケットを買うこと）は、ＣＴＲ１％、しかしユーザ関心
値１００を有してもよく、第２のアクティビティは、これを行うために第１のアクティビ
ティよりユーザを１００倍幸福にする（またはユーザに１００倍関心を引き起こさせる）
と決定されてもよい。したがって、第２のアクティビティに関係するカード４５０は、よ
り低い予測ＣＴＲを有するカードに第２のアクティビティが関連付けられていても、第１
のアクティビティに関係するカード４５０より高くランク付けされてもよい。特定の実施
形態では、値モデルは、予測ＣＴＲに予測転換率を乗じ、転換イベントのユーザ関心値を
乗じたものの関数となり得る。
【００９１】
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　別の例として、ランキングの値モデルは、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
６０が各カード４５０について予測ＣＴＲを計算することに少なくとも一部基づいてもよ
い。ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、より高い予測ＣＴＲを有する提
案クエリに対応するカード４５０がユーザにとってより関心の高いものであると推定して
もよい。たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、たとえば時刻、
曜日、ユーザの現在のロケーション、同様の人口統計データを有する他のユーザのＣＴＲ
、特定のクエリ－ドメイン／クエリ－フィルタに関してユーザのために計算されたＣＴＲ
、ソーシャル・グラフ親和性、またはそれらの任意の組合せなどのファクタに少なくとも
一部基づいて予測ＣＴＲを計算してもよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１６０は、ユーザのプリファレンスに少なくとも一部基づいて各カー
ド４５０について予測ＣＴＲを計算してもよい。限定するものとしてではなく一例として
、複数のユーザプリファレンスの１つは、ユーザ、他のユーザ（たとえば、親、またはユ
ーザの雇用者）、システム管理者、サードパーティ・システム１７０によって指定されて
も、他の方法でソーシャル・ネットワーキング・システム１６０によって決定されてもよ
い。
【００９２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ソーシャル
・ネットワークの検索履歴ユーザに少なくとも一部基づいて各カード４５０について予測
ＣＴＲを計算してもよい。限定するものとしてではなく一例として、ユーザが以前アクセ
スした（もしくはユーザの「友達」などユーザに関連する他のユーザによってアクセスさ
れた）ソーシャルグラフ・オブジェクト（もしくはオブジェクトのタイプ）、またはユー
ザが以前アクセスしたソーシャルグラフ・オブジェクトに関連するカード４５０は、ユー
ザにとって関心のあるものである可能性がより高いことがある。したがって、これらのカ
ード４５０は、より高くスコア付けされてもよい。限定するものとしてではなく一例とし
て、ユーザが以前「スタンフォード大学」プロフィール・ページを訪れたことがあり、「
パロ・アルト」の現在のロケーションを有する場合、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０は、「スタンフォード大学」のためのコンセプト・ノード２０４を参照する
特定のカード４５０が、ユーザがこの大学のためのコンセプト・ノード２０４に以前アク
セスしたことがあることに少なくとも一部基づいて、比較的高いＣＴＲを有すると決定し
てもよい。別の例として、ユーザが以前、特定のクエリ－ドメインに関連付けられている
検索結果と対話したことがあるが他のクエリ－ドメインに関連付けられている検索結果と
対話したことがない場合には、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユー
ザによって以前対話されたクエリ－ドメインを参照するカード４５０の予測ＣＴＲを、以
前に対話されなかった他のクエリ－ドメインを参照するカード４５０より高くスコア付け
してもよい。
【００９３】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１または複
数のカード４５０内で参照されているノードの１つまたは複数に関してユーザに対応する
ユーザ・ノード２０２のソーシャル・グラフ親和性に少なくとも一部基づいて各カード４
５０について予測ＣＴＲを計算してもよい。ユーザに関して比較的高いソーシャル・グラ
フ親和性（たとえば、高い親和性係数）を有するノードを参照するカード４５０は、ユー
ザにとって関心のあるものである可能性がより高いことがある。したがって、これらのカ
ード４５０は、より高い予測ＣＴＲを有してもよい。限定するものとしてではなく一例と
して、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザのユーザ・ノード２０
２とそれぞれのカード４５０内で参照されている特定のソーシャルグラフ・オブジェクト
との間の分離度（親和性の１つの尺度とすることができる）に少なくとも一部基づいてカ
ード４５０の予測ＣＴＲを計算してもよい。ソーシャル・グラフ２００内でユーザにより
近い（たとえば、オブジェクトとユーザのユーザ・ノード２０２との間のより小さい分離
度）ソーシャルグラフ・オブジェクトを参照するカード４５０は、ユーザから遠い（たと
えば、より大きな分離度）ソーシャルグラフ・オブジェクトを参照するカード４５０より
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高い予測ＣＴＲを有してもよい。本開示は、予測ＣＴＲを特定の方法で計算することにつ
いて述べているが、本開示は、予測ＣＴＲを任意の好適なようにして計算することを企図
する。
【００９４】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、カード４５
０の提案クエリの特定のクエリ－ドメインまたはフィルタ値に関する傾向を決定すること
に少なくとも一部基づいて各カード４５０について予測ＣＴＲを計算してもよい。さらに
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１６０上のすべてのユーザのアクティビティに基づいてトレンド・クエリ－ドメ
インまたはクエリ－フィルタを計算してもよい。限定するものとしてではなく一例として
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、レストランに対応する１つまたは
複数のコンセプト・ノードに関連付けられている、たとえば「チェックイン」または「い
いね」などアクティビティが比較的短期間の間に増大したとき、特定のクエリ－ドメイン
（たとえば、［“レストラン”］）に傾向がみられると決定してもよい。さらに、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１６０は、中華レストランに対応するコンセプト・ノ
ードに関連付けられている、たとえば「チェックイン」コメントまたは「いいね」などア
クティビティが比較的短期間の間に増大したとき、特定のクエリ－フィルタ（たとえば、
［“料理”］）に関連付けられている特定のフィルタ値（たとえば、［“中華”］）に傾
向がみられると決定してもよい。特定の実施形態では、トレンド・クエリ－ドメインまた
はクエリ－フィルタに関連付けられているフィルタ値に対応するオブジェクトを参照する
カード４５０は、傾向がみられないオブジェクトを参照するカード４５０より高い予測Ｃ
ＴＲを有してもよい。
【００９５】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、各カード４
５０に関連付けられているユース・ケースを推定すること少なくとも一部基づいてカード
４５０をランク付けしてもよい。さらに、ユーザのユース・ケースを推定することは、ユ
ーザ、またはユーザと同様の人口統計情報を有する他のユーザのユーザ履歴に少なくとも
一部基づいてもよい。特定の実施形態では、ユーザの推定される意図は、特定の提案クエ
リまたはクエリ－ドメイン／フィルタに対応してもよく、ユーザの推定される意図に一致
する提案クエリに対応するカード４５０は、より高いランキングを有してもよい。特定の
実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、たとえば時刻、ユー
ザの他のユーザもしくはオブジェクトに対する近さ、ソーシャル・グラフ情報、ソーシャ
ル・グラフ親和性、ユーザの検索履歴、ユーザからのフィードバック、ユーザの地理的ロ
ケーション、ユーザについての他の関連の情報、またはそれらの任意の組合せなど、様々
なファクタに基づいてユーザの意図を推定してもよい。限定するものとしてではなく一例
として、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、時刻、およびたとえばユー
ザ履歴などユーザの情報に基づいて、ユーザがレストランを見つけることに関心があると
推定してもよい。たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザ
が特定の時刻にレストランで頻繁にチェックインすることに少なくとも一部基づいて、レ
ストランを参照するカード４５０を、特定の時間枠でより高くランク付けしてもよい。別
の例として、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、特定の曜日、およびた
とえばユーザ履歴などユーザの情報に基づいて、特定のカード４５０をより高くランク付
けしてもよい。たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、特定の曜
日における映画館に関してユーザ履歴（たとえば、「チェックイン」）に少なくとも一部
基づいて、［“映画”］を参照するカード４５０を、特定の曜日（たとえば、金曜日）に
おいてより高くランク付けしてもよい。ユーザの意図を決定することに関するより多くの
情報は、２０１３年２月２５日に出願された米国特許出願第１３／７７６４６９号に見出
すことができ、それを本願明細書に援用する。本開示は、ユーザの意図を特定の方法で推
定することについて述べているが、本開示は、ユーザの意図を任意の好適なようにして推
定することを企図する。
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【００９６】
　図９は、カードをランク付けするための例示的な方法９００を示す。この方法は、ステ
ップ９１０で始まることができ、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、複
数のノードと、ノード同士とをつなげる複数のエッジ２０６とを含むソーシャル・グラフ
２００にアクセスすることができる。ノードは、第１のユーザ・ノード２０２と、複数の
第２のノード（１つもしくは複数のユーザ・ノード２０２、コンセプト・ノード２０４、
またはそれらの任意の組合せ）とを備えることができる。ステップ９２０では、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０は、何枚かのカードを含むカード・クラスタを生
成することができる。特定の実施形態では、各カードは、オンライン・ソーシャル・ネッ
トワークに関連付けられているクエリ－ドメインと、ゼロまたは１以上のクエリ－フィル
タとを参照する提案クエリに対応する。特定の実施形態では、各クエリ－フィルタは、１
つもしくは複数のノードまたは１つもしくは複数のエッジを参照する。ステップ９３０で
は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のユーザ・エン
ゲージメント・ファクタに基づいて、カード・クラスタ内の各カードについて予想ＣＴＲ
を計算することができる。ステップ９４０では、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１６０は、予測ＣＴＲに基づいて、カード・クラスタ内のカードの各々をランク付けす
ることができる。ステップ９５０では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０
は、カード・クラスタを、第１のユーザによって現在アクセスされているページ上に表示
するために第１のユーザに送ることができる。特定の実施形態では、カード・クラスタの
カードは、カードに関連付けられているランキングに基づいて順序付けられてもよい。特
定の実施形態は、適切な場合、図９の方法の１つまたは複数のステップを繰り返すことが
できる。本開示は、図９の方法の特定のステップについて特定の順序で行われるものとし
て記載し示しているが、本開示は、任意の好適な順序で行われる図９の方法の任意の好適
なステップを企図する。さらに、本開示は、図９の方法の特定のステップを含む、カード
をランク付けするための例示的な方法について記載し示しているが、本開示は、適切な場
合、図９の方法のステップのすべて、または一部を含んでも、それらを含まなくてもよい
任意の好適なステップを含む、カードをランク付けするための任意の好適な方法を企図す
る。さらに、本開示は、図９の方法の特定のステップを実施する特定の構成要素、デバイ
ス、またはシステムについて記載し示しているが、本開示は、図９の方法の任意の好適な
ステップを実施する任意の好適な構成要素、デバイス、またはシステムの任意の好適な組
合せを企図する。
【００９７】
　図１０は、例示的なカード・クラスタ５３０の例示的なグループ化を示す。図１０は、
カードの特定の構成を有するカード・クラスタ５３０の特定の構成を示すが、本開示は、
カードの任意の好適な構成を有するカード・クラスタの任意の好適な構成を企図する。特
定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、最も関心のある
カード４５０がユーザに提示されるように、複数のカード・クラスタ５３０のカード４５
０（各カード４５０が１つまたは複数の検索結果５５０を示す）をランク付けし、各カー
ド・クラスタ５３０をランク付けしてもよい。図１０の例に示されているように、カード
・クラスタ５３０Ａ～５３０ＣがＵＩまたはページ上に垂直に並べて表示されてもよい。
上記のように、各カード・クラスタ５３０は、特定のクエリ－ドメインと、ゼロまたは１
以上のクエリ－フィルタとを参照してよい。特定の実施形態では、カード・クラスタ５３
０Ａ～５３０Ｃは、下記のように最高から最低までのユーザに対する推定される関連性に
従ってランク付けされ、高い順に表示されてもよい。限定するものとしてではなく一例と
して、第１のカード・クラスタ５３０Ａは、［“レストラン”］クエリ－ドメインを参照
するカード４５０を含んでもよく、第２のカード・クラスタ５３０Ｂは、［“映画”］ク
エリ－ドメインを参照するカード４５０を含んでもよく、第３のカード・クラスタ５３０
Ｃは、［“ランドマーク”］クエリ－ドメインを参照するカード４５０を含んでもよい。
特定の実施形態では、ユーザは、「スクロール」タッチ・ジェスチャを実施することによ
ってカード・クラスタ５３０Ａ～５３０Ｃ間で探索することができる。
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【００９８】
　図１０の例に示されているように、異なるクエリ－フィルタを有する特定のクエリ－ド
メインを参照するカード・クラスタ５３０Ａ（カード４５０Ａ～４５０Ｃを含む）は、水
平に並べて配置されてもよい。特定の実施形態では、カード・クラスタ５３０Ａを水平に
スクロールすることにより、同じクエリ－ドメインおよび異なるフィルタ値を参照するカ
ード４５０を有するカード４５０Ａ～４５０Ｃ間で探索される。限定するものとしてでは
なく一例として、カード・クラスタ５３０Ａは、各々が［“レストラン”］クエリ－ドメ
インおよび異なるクエリ－フィルタを参照するカードを含んでもよい。たとえば、第１の
カード４５０Ａは、クエリ－フィルタ［“料理”］を参照してもよく、第２のカード４５
０Ｂは、クエリ－フィルタ［“等級”］を参照してもよく、第３のカード４５０Ｃは、ク
エリ－フィルタ［“ロケーション”］を参照してもよい。別の例として、カード・クラス
タ５３０Ａは、各々が［“レストラン”］クエリ－ドメイン、および異なるフィルタ値を
有する［“料理”］クエリ－フィルタを参照するカード４５０を含んでもよい。たとえば
、第１のカード４５０Ａは、フィルタ値［“中華”］を参照してもよく、第２のカード４
５０Ｂは、フィルタ値［“インド”］を参照してもよく、第３のカード４５０Ｃは、フィ
ルタ値［“エチオピア”］を参照してもよい。
【００９９】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、各カード・
クラスタ５３０のカード４５０の予測ＣＴＲに少なくとも一部基づいてカード・クラスタ
５３０をランク付けしてもよい。さらに、カード・クラスタ５３０内のカード４５０は、
同様の基準でランク付けしてもよい。限定するものとしてではなく一例として、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０は、各カード・クラスタ５３０Ａ～５３０Ｃの最
高の予測ＣＴＲを有するカード４５０の予測ＣＴＲの値に少なくとも一部基づいて各カー
ド・クラスタ５３０Ａ～５３０Ｃをランク付けしてもよい。たとえば、各カード・クラス
タ５３０Ａ～５３０Ｃの最高の予測ＣＴＲを有するカード４５０のランキングに基づいて
、第１のカード・クラスタ５３０Ａは、［“レストラン”］クエリ－ドメインを参照する
カード４５０を含んでもよく、第２のカード・クラスタ５３０Ｂは、［“映画”］クエリ
－ドメインを参照するカード４５０を含んでもよく、第３のカード・クラスタ５３０Ｃは
、［“ランドマーク”］クエリ－ドメインを参照するカード４５０を含んでもよい。別の
例として、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、特定のクエリ－ドメイン
のカードすべての平均ＣＴＲに少なくとも一部基づいてカード・クラスタ５３０をランク
付けしてもよい。別の例として、各クエリ－ドメインのカード・クラスタ５３０Ａ～５３
０Ｃは、特定のクエリ－ドメインのカード４５０の予測ＣＴＲの加重平均でランク付けさ
れてもよい。特定の実施形態では、１つまたは複数のカード・クラスタ５３０のカード４
５０間のより滑らかな移行のために、より低い予測ＣＴＲ値のカード４５０をカード・ク
ラスタ５３０に追加してもよい。本開示は、特定の方法でのクエリ－ドメインのカード・
クラスタのランキングについて述べているが、本開示は、任意の好適なようにしてのクエ
リ－ドメインのカード・クラスタのランキングを企図する。
【０１００】
　提案クエリを用いるカードのグループ化
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、カード４５
０をカード・クラスタ５３０にグループ化することができる。カード４５０は、各カード
４５０に関して計算されたカード親和性に基づいてカード・クラスタ５３０にグループ化
されてもよい。本明細書では、カード親和性と称することは、２つ以上のカード４５０間
の関係の強さを表すためのメトリックに及ぶ。本明細書では、カード親和性しきい値と称
することは、カード・クラスタ５３０にグループ化されたカード４５０間のカード親和性
の最小値に及ぶ。限定するものとしてではなく一例として、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１６０は、カード４５０のクエリ－ドメインまたはクエリ－フィルタに少な
くとも一部基づいてカード親和性を計算することに基づいて１つまたは複数のカード・ク
ラスタ５３０を生成してもよい。別の例として、ソーシャル・ネットワーキング・システ
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ム１６０は、ユーザ対話に基づいて１つまたは複数のクエリ－フィルタをカード・クラス
タ５３０の後続のカード４５０に伝搬させてもよい。本開示は、カード・クラスタを特定
の方法で生成することについて述べているが、本開示は、カード・クラスタを任意の好適
なようにして生成することを企図する。
【０１０１】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、他のカード
４５０に対してカード４５０のカード親和性を計算するとき、１または複数の親和性を考
慮してもよい。カード親和性を計算するために使用され得る例示的な親和性は、クエリ－
ドメイン対クエリ－ドメイン、クエリ－フィルタ対クエリ－フィルタ、フィルタ値対フィ
ルタ値対フィルタ値、それらの任意の組合せを含んでもよい。限定するものとしてではな
く一例として、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０の実質的にすべてのユーザによって提供される信号に少なく
とも一部基づいてカード親和性を計算してもよい。別の例として、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１６０は、オブジェクトの特徴、ユーザのソーシャル・グラフ親和性
、ユーザの人口統計情報、「友達」のアクティビティ、またはそれらの任意の組合せに少
なくとも一部基づいてカード親和性を計算してもよい。本開示は、提案クエリを特定の方
法で生成することについて述べているが、本開示は、提案クエリを任意の好適なようにし
て生成することを企図する。
【０１０２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、異なるクエ
リ－ドメインおよび同じクエリ－フィルタまたは関連のフィルタ値に対応するカードの親
和性を計算することに少なくとも一部基づいてカード親和性を計算してもよい。限定する
ものとしてではなく一例として、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、［
“ジャンル”］クエリ－フィルタおよび［“ＳＦ”］フィルタ値に対応するオブジェクト
に関して、ユーザと少なくともいくつかの重なり合う人口統計データを有するソーシャル
・ネットワーキング・システム１６０の他のユーザのアクティビティに少なくとも一部基
づいて、［“本 ”］［“ＴＶショー”］および［“映画”］クエリ－ドメインに対応す
るカード４５０が、［“ジャンル”］クエリ－フィルタおよび［“ＳＦ”］フィルタ値に
おいて互いに高い親和性を有すると決定してもよい。特定の実施形態では、ソーシャル・
ネットワーキング・システム１６０は、同じクエリ－ドメインおよび異なるクエリ－フィ
ルタまたは関連のフィルタ値に対応するカードの親和性を計算することに少なくとも一部
基づいてカード親和性を計算してもよい。限定するものとしてではなく一例として、ソー
シャル・ネットワーキング・システム１６０は、［“料理”］クエリ－フィルタを参照す
るオブジェクトに関して、たとえばユーザが特定の料理のレストランにおいて「いいね」
を表明した、または「チェックイン」したことなど、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０のユーザのユーザ履歴に少なくとも一部基づいて、［“料理”］クエリ－フ
ィルタに対応するカード４５０が、［“レストラン”］クエリ－ドメインにおいて互いに
高い親和性を有すると決定してもよい。別の例として、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１６０は、［“等級”］クエリ－フィルタに対応するオブジェクトに関して、た
とえば特定の等級のレストランにおける「いいね」または「チェックイン」など、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１６０のユーザのユーザ履歴に少なくとも一部基づい
て、［“等級”］クエリ－フィルタに対応するカード４５０が、［“レストラン”］クエ
リ－ドメインにおいて互いに高い親和性を有すると計算してもよい。
【０１０３】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、カード４５
０とのユーザ対話に少なくとも一部基づいてカード親和性計算を更新してもよい。上記の
ように、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、カード・クラスタ５３０の
表示されたカード４５０とのユーザ対話に基づいてカード・クラスタ５３０の１または複
数のカード４５０を修正してもよい。限定するものとしてではなく一例として、ソーシャ
ル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザ対話に基づいて、特定のクエリ－フィ
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ルタおよび関連のフィルタ値をカード４５０に適用してもよい。たとえば、第１のカード
・クラスタ５３０Ａは、クエリ－フィルタ［“等級”］および関連のフィルタ値［“４つ
星”］を有する［“レストラン”］クエリ－ドメインを参照するカード４５０を含んでも
よく、その結果、第１のカード・クラスタ５３０Ａは、任意のタイプの料理と共に４つ星
レストランを参照するカードを含む。第２のカード・クラスタ５３０Ｂは、クエリ－フィ
ルタ［“等級”］および関連のフィルタ値［“３つ星”］を有する［“レストラン”］ク
エリ－ドメインを参照するカード４５０を含んでもよい。さらに、ユーザが、たとえば第
１のカード・クラスタ５３０Ａのカード４５０をスワイプすることによってなど、特定の
クエリ－フィルタ（たとえば、［“料理”］）について特定のフィルタ値（たとえば、［
“中華”］）を選択した場合には、第１のカード・クラスタ５３０Ａの後続のカード４５
０は、４つ星等級を有する中華レストランを参照するように修正されてもよく、第２のカ
ード・クラスタ５３０Ｂのカードは、３つ星等級を有する中華レストランを参照するよう
に修正されてもよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
６０は、１つまたは複数の以前選択されたクエリ－フィルタまたはフィルタ値を、後で表
示されるカード・クラスタ５３０に適用してもよい。限定するものとしてではなく一例と
して、ユーザが特定のクエリ－フィルタ（たとえば、［“料理”］）を参照するカード４
５０と対話したことのユーザ履歴に基づいて、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１６０は、同じ料理を有するカード４５０についてより高いカード親和性を計算してもよ
い。さらに、後続のカード・クラスタ５３０は、クエリ－フィルタ（たとえば、［“料理
”］）によってグループ化されたカード４５０を自動的に含んでもよい。本開示は、カー
ド親和性を特定の方法で修正することについて述べているが、本開示は、カード親和性を
任意の好適なようにして修正することを企図する。
【０１０４】
　図１１は、カード・クラスタを生成するための例示的な方法１１００を示す。この方法
は、ステップ１１１０で始まることができ、ソーシャル・ネットワーキング・システム１
６０は、複数のノードと、ノード同士をつなげる複数のエッジ２０６とを含むソーシャル
・グラフ２００にアクセスすることができる。ノードは、第１のユーザ・ノード２０２と
、複数の第２のノード（１つもしくは複数のユーザ・ノード２０２、コンセプト・ノード
２０４、またはそれらの任意の組合せ）とを備えることができる。ステップ１１２０では
、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、いくつかのカードを生成すること
ができる。特定の実施形態では、各カードは、オンライン・ソーシャル・ネットワークに
関連付けられているクエリ－ドメインと、クエリ－ドメインのためのゼロまたは１以上の
クエリ－フィルタとを参照する提案クエリを含んでもよい。特定の実施形態では、各クエ
リ－フィルタは、１つもしくは複数のノードまたは１つもしくは複数のエッジを参照して
もよい。ステップ１１３０では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、複
数のカードの各カードについて複数のカードの他のカードに対するカード親和性を計算す
ることができる。ステップ１１４０では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６
０は、複数のカードから１つまたは複数のカード・クラスタを生成することができ、各カ
ード・クラスタは、しきい値カード親和性より大きな、カード・クラスタ内の他のカード
に対するカード親和性を各々が有する１または複数のカードを含んでもよい。ステップ１
１５０では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１つまたは複数のカー
ド・クラスタを、第１のユーザによって現在アクセスされているページ上に表示するため
に第１のユーザに送ることができる。特定の実施形態は、適切な場合、図１１の方法の１
つまたは複数のステップを繰り返すことができる。本開示は、図１１の方法の特定のステ
ップについて特定の順序で行われるものとして記載し示しているが、本開示は、任意の好
適な順序で行われる図１１の方法の任意の好適なステップを企図する。さらに、本開示は
、図１１の方法の特定のステップを含む、カード・クラスタを生成するための例示的な方
法について記載し示しているが、本開示は、適切な場合、図１１の方法のステップのすべ
て、または一部を含んでも、それらを含まなくてもよい任意の好適なステップを含む、カ
ード・クラスタを生成するための任意の好適な方法を企図する。さらに、本開示は、図１
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１の方法の特定のステップを実施する特定の構成要素、デバイス、またはシステムについ
て記載し示しているが、本開示は、図１１の方法の任意の好適なステップを実施する任意
の好適な構成要素、デバイス、またはシステムの任意の好適な組合せを企図する。
【０１０５】
　ソーシャル・グラフ親和性および係数
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、互いについ
て様々なソーシャルグラフ・エンティティのソーシャル・グラフ親和性（本明細書では「
親和性」と呼ばれる）を決定してよい。親和性は、ユーザ、コンセプト、コンテンツ、ア
クション、広告、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられている他のオブ
ジェクト、またはそれらの任意の適切な組み合わせなど、オンライン・ソーシャル・ネッ
トワークに関連付けられている特定のオブジェクト間における関係の強さまたは関心のレ
ベルを表すことができる。また、親和性は、サードパーティ・システム１７０または他の
適切なシステムに関連付けられているオブジェクトに関して決定されてもよい。各ユーザ
、主題、またはコンテンツのタイプについて、ソーシャルグラフ・エンティティに対する
総合親和性が確立されてもよい。総合親和性は、ソーシャルグラフ・エンティティに関連
付けられているアクションまたは関係の継続的なモニタリングに基づき、変化し得る。本
開示では特定の方式による特定の親和性の決定について記載するが、本開示では任意の適
切な方式による任意の適切な親和性の決定が想定される。
【０１０６】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、親和性係数
（本明細書では「係数」と呼ばれる）を用いてソーシャル・グラフ親和性を測定または定
量してよい。この係数は、オンライン・ソーシャル・ネットワークに関連付けられている
特定のオブジェクト間の関係の強さを表してよい、または定量してよい。また、この係数
は、ユーザが特定のアクションを行う予測される確率を測定する確率または関数を表して
もよく（または、そのような確率を計算するための入力として使用されてもよく）、この
確率または関数は、そのアクションについてのそのユーザの関心に基づく。このようにし
て、ユーザの将来のアクションは、ユーザの以前のアクションに基づいて予測されること
ができ、その係数は少なくとも部分的にはユーザのアクションの履歴により計算され得る
。係数によって表されるこの予測される確率は、適宜、前述された検索クエリまたはカー
ドをスコア付けするために使用された確率と異なっていてもよく、これらの確率を計算す
る係数として使用されてもよく、または、これらの確率のために直接的に使用されてもよ
い。係数は、オンライン・ソーシャル・ネットワークの内外の任意の数のアクションを予
測するために用いられてよい。限定ではなく一例として、これらのアクションは、メッセ
ージの送信、コンテンツの投稿、またはコンテンツに対するコメントなど、様々なタイプ
の通信、プロフィール・ページ、メディア、または他の適切なコンテンツのアクセスまた
は閲覧など、様々なタイプの観察アクション、同じグループにある、同じ写真にタグ付け
される、同じロケーションにおいてチェックインされる、もしくは同じイベントに出席す
る、または他の適切なアクションなど、２つ以上のソーシャルグラフ・エンティティに関
する様々なタイプの同時発生情報、または他の適切なアクションを含んでよい。本開示で
は特定の方式による特定の親和性の測定について記載するが、本開示では任意の適切な方
式による親和性の測定が想定される。
【０１０７】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、係数を計算
するために様々な因子を用いてよい。これらの因子は、例えば、ユーザ・アクション、オ
ブジェクト間の関係のタイプ、ロケーション情報、他の適切な因子、またはそれらの任意
の組み合わせを含んでよい。特定の実施形態では、係数を計算するとき、様々な因子に異
なる重み付けを行ってもよい。各因子の重みは静的であってもよく、例えば、ユーザ、関
係のタイプ、アクションのタイプ、ユーザのロケーションなどによって変化してもよい。
因子のための格付け、そのユーザに対する総合的な係数を決定するべく、それらの重みに
したがって組み合わせられてもよい。限定ではなく一例として、特定のユーザ・アクショ
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ンには格付けおよび重みの両方が割り当てられる一方、その特定のユーザ・アクションに
関連付けられている関係には、格付けと相互に関連する重みとが割り当てられる（例えば
、したがって重みが計１００％になる）。特定のオブジェクトに対するユーザの係数を計
算するために、そのユーザのアクションに割り当てられた格付けが、例えば、総合的な係
数の６０％を含む一方、そのユーザとそのオブジェクトとの間の関係は、総合的な係数の
４０％を含んでもよい。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１６０は、係数を計算するために用いられる様々な因子の重みを決定するときに、例えば
、情報がアクセスされてからの時間、減衰因子、アクセスの頻度、情報に対する関係また
はそれに関する情報がアクセスされたオブジェクトに対する関係、オブジェクトにつなが
っているソーシャルグラフ・エンティティに対する関係、ユーザ・アクションの短期的ま
たは長期的な平均、ユーザ・フィードバック、他の適切な変数、またはそれらの任意の組
み合わせなど、様々な変数を考慮してもよい。限定ではなく一例として、係数は、係数を
計算するとき、より最近のアクションがより関連性を有するように、特定のアクションに
よって提供される信号の強さを時間とともに減衰させる減衰因子を含んでもよい。格付け
および重みは、その係数が基づくアクションの継続的なトラッキングに基づいて、継続的
に更新されてもよい。任意のタイプのプロセスまたはアルゴリズムが、各因子およびそれ
らの因子に割り当てられる重みの格付けの割当、結合、平均化などに用いられてよい。特
定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、履歴のアクショ
ンおよび過去のユーザ応答、またはデータを様々なオプションに晒し応答を測定すること
によってユーザから集められたデータに基づきトレーニングされた機械学習アルゴリズム
を用いて、係数を決定してもよい。本開示では特定の方式による特定の係数の計算につい
て記載するが、本開示では任意の適切な方式による係数の計算が想定される。
【０１０８】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザのア
クションに基づき係数を計算してもよい。ソーシャル・ネットワーキング・システム１６
０は、オンライン・ソーシャル・ネットワーク上、サードパーティ・システム１７０上、
他の適切なシステム上、またはそれらの任意の組み合わせ上において、そのようなアクシ
ョンを監視してよい。任意の適切なタイプのユーザ・アクションのトラッキングまたは監
視が行われてよい。典型的なユーザ・アクションには、プロフィール・ページを閲覧する
こと、コンテンツを作成または投稿すること、コンテンツと対話すること、イメージ内に
タグ付けを行うか、もしくは、タグ付けされること、グループに参加すること、イベント
への参加をリストまたは確認すること、ロケーションにチェックインすること、特定のペ
ージに「いいね」と表明すること、ページを作成すること、およびソーシャル・アクショ
ンを行う他のタスクを実行することが含まれる。特定の実施形態では、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１６０は、特定のタイプのコンテンツを有するユーザのアクショ
ンに基づき、係数を計算してよい。コンテンツは、オンライン・ソーシャル・ネットワー
ク、サードパーティ・システム１７０、または別の適切なシステムに関連付けられてよい
。コンテンツは、ユーザ、プロフィール・ページ、投稿、ニュース・ストーリ、ヘッドラ
イン、インスタント・メッセージ、チャット・ルーム会話、電子メール、広告、写真、動
画、音楽、他の適切なオブジェクト、またはそれらの任意の組み合わせを含んでよい。ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザのアクションを、そのアクショ
ンのうちの１つ以上が主題、コンテンツ、他のユーザなどに対する親和性を示すか否かを
決定するために分析してよい。限定ではなく一例として、ユーザが、「コーヒー」または
その変形に関係するコンテンツを頻繁に投稿する場合、ソーシャル・ネットワーキング・
システム１６０は、ユーザがコンセプト「コーヒー」に関して高い係数を有すると決定し
てもよい。特定のアクションまたはアクションのタイプは、他のアクションよりも大きな
重み、より高い格付け、またはその両方を割り当てられ、これが総合的な計算された係数
に影響を与えてもよい。限定ではなく一例として、第１のユーザが第２のユーザに電子メ
ールを送る場合、そのアクションに対する重みまたは格付けは、第１のユーザが単に第２
のユーザのユーザ・プロファイル・ページを閲覧する場合よりも高くてもよい。
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【０１０９】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、特定のオブ
ジェクトの間の関係のタイプに基づき係数を計算してもよい。ソーシャル・グラフ２００
を参照すると、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、係数を計算するとき
、特定のユーザ・ノード２０２およびコンセプト・ノード２０４をつなげるエッジ２０６
の数および／またはタイプを分析してもよい。限定ではなく一例として、配偶者タイプの
エッジ（２人のユーザが結婚していることを表す）によって接続されているユーザ・ノー
ド２０２は、友達タイプのエッジによって接続されているユーザ・ノード２０２より高い
係数を割り当てられてもよい。換言すれば、特定のユーザのアクション及び関係に割り当
てられた重みに応じて、総合親和性は、ユーザの友達に関するコンテンツに対するよりも
ユーザの配偶者に関するコンテンツに対してより高くなるように決定されてもよい。特定
の実施形態では、ユーザが別のオブジェクトと有する関係は、そのオブジェクトについて
の係数の計算に関して重みおよび／またはユーザのアクションの格付けに影響を与えても
よい。限定ではなく一例として、ユーザが第１の写真にタグ付けされているが、第２の写
真にいいねと表明しかしない場合、コンテンツに対してタグ付けタイプの関係を有するこ
とにはコンテンツに対して「いいね」タイプの関係を有するよりも高い重みおよび／また
は格付けが割り当てられることから、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は
、ユーザが第２の写真より第１の写真に関して高い係数を有すると決定してもよい。特定
の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、１以上の第２のユ
ーザが特定のオブジェクトに対して有する関係に基づき、第１のユーザのための係数を計
算してもよい。換言すれば、他のユーザがオブジェクトに対して有する接続および係数は
、そのオブジェクトに対する第１のユーザの係数に影響を与えてもよい。限定ではなく一
例として、第１のユーザが１以上の第２のユーザに接続されるか、１以上の第２のユーザ
に対する高い係数を有し、それらの第２のユーザが特定のオブジェクトに接続されるか、
特定のオブジェクトに対する高い係数を有する場合、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１６０は、その特定のオブジェクトに対して第１のユーザが比較的高い係数を有す
るべきであると決定してもよい。特定の実施形態では、係数は特定のオブジェクト間の隔
たりの程度に基づいてもよい。係数が低いほど、ソーシャル・グラフ２００において第１
のユーザに間接的に接続されているユーザのコンテンツ・オブジェクトへの関心を第１の
ユーザが共有する見込みが減少することを表してもよい。限定ではなく一例として、ソー
シャル・グラフ２００においてより近くにある（すなわち、より隔たりの程度が小さい）
ソーシャルグラフ・エンティティ同士は、ソーシャル・グラフ２００においてより遠くに
あるエンティティ同士よりも高い係数を有してもよい。
【０１１０】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、ロケーショ
ン情報に基づき係数を計算してもよい。互いに地理的に近くにあるオブジェクト同士は、
より離れたオブジェクト同士よりも、より関連している、または互いにより高い関心を有
すると考えられてよい。特定の実施形態では、特定のオブジェクトに対するユーザの係数
は、そのユーザに関連付けられている現在のロケーション（またはそのユーザのクライア
ント・システム１３０のロケーション）に対するそのオブジェクトのロケーションの近接
度に基づいてもよい。第１のユーザは、第１のユーザのより近くにある他のユーザまたは
コンセプトに、より高い関心を有し得る。限定ではなく一例として、ユーザが空港から１
マイル（約１．６ｋｍ）に位置し、ガソリン・スタンドから２マイル（約３．２ｋｍ）に
位置する場合、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、そのユーザに対する
空港の近接度に基づき、ユーザがガソリン・スタンドよりも空港に対しより高い係数を有
すると決定してもよい。特定の実施形態において、１または複数のオブジェクトに向けら
れたユーザの係数は、オブジェクトの地理的近接性（たとえば、ユーザに対して、および
／または、互いに）およびオブジェクトとのユーザの対話に基づいてもよい。限定するも
のではないが例として、ユーザによって順次に訪問される地理的ロケーションの組み、た
とえば、レストランと近くの映画館は、関連の無い地理的ロケーションよりも互いに関心
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があるものとみなされてもよい。
【０１１１】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、係数情報に
基づきユーザに関する特定のアクションを行ってもよい。係数を用いて、ユーザが特定の
アクションを行うか否かを、そのアクションについてのそのユーザの関心に基づき予測す
ることができる。係数は、広告、検索結果、ニュース・ストーリ、メディア、メッセージ
、通知、または他の適切なオブジェクトなど、ユーザに対する任意のタイプのオブジェク
トを生成または提示するときに用いられてよい。また、適切な場合、係数は、そのような
オブジェクトのランクおよび順序を決定するためにも利用されて得る。このように、ソー
シャル・ネットワーキング・システム１６０は、ユーザの関心および現在の状況に関連す
る情報を提供してもよく、それによって、それらがそのような関心を有する情報を見出す
見込みを高める。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０
は、係数情報に基づきコンテンツを生成してもよい。コンテンツ・オブジェクトは、ユー
ザに特有の係数に基づき提供または選択されてもよい。限定ではなく一例として、係数は
ユーザに対するメディアを生成するために用いられてもよく、ユーザには、そのメディア
・オブジェクトに関してそのユーザが高い総合係数を有するメディアが、提示される。限
定ではなく別の一例として、限定ではなく一例として、係数はユーザに対する広告を生成
するために用いられてもよく、ユーザには、その広告オブジェクトに関してそのユーザが
高い総合係数を有する広告が、提示される。特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワ
ーキング・システム１６０は、係数情報に基づき検索結果を生成してもよい。特定のユー
ザのための検索結果は、問い合わせを行うユーザに関して検索結果に関連付けられている
係数に基づき、得点またはランクを決定されてよい。限定ではなく一例として、より高い
係数を有するオブジェクトに対応する検索結果は、より低い係数を有するオブジェクトに
対応する結果よりも、検索結果のページにおいて、より高いランクを決定されてもよい。
【０１１２】
　特定の実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、特定のシス
テムまたはプロセスからの係数の要求に応じて、係数を計算してもよい。ユーザが所与の
状況において取り得る（あるいは対象となる）可能性の高いアクションを予測するために
、任意のプロセスによって、ユーザの計算された係数が要求されてよい。また、この要求
は、係数を計算するために用いられる様々な因子に用いる１組の重みを含んでもよい。こ
の要求は、オンライン・ソーシャル・ネットワーク上で動作するプロセスから、サードパ
ーティ・システム１７０から（例えば、ＡＰＩまたは他の通信チャンネルを通して）、ま
たは別の適切なシステムから届いてよい。要求に応じて、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１６０は、係数を計算してよい（または、係数が以前に計算され記憶されてい
る場合、その係数情報にアクセスしてよい）。特定の実施形態では、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０は、特定のプロセスに関する親和性を測定してもよい。様々
なプロセス（オンライン・ソーシャル・ネットワークに対して内外の両方）は、特定の１
つのオブジェクトまたは複数のオブジェクトからなる組に対する係数を要求してもよい。
ソーシャル・ネットワーキング・システム１６０は、親和性の尺度を要求した特定のプロ
セスに関連する親和性の尺度を提供してもよい。このように、各プロセスは、プロセスが
親和性の尺度を用いる様々なコンテキストに適合する親和性の尺度を受信する。
【０１１３】
　ソーシャル・グラフ親和性および親和性係数に関して、特定の実施形態では、米国特許
出願第１１／５０３０９３号（２００６年８月１１日提出）、米国特許出願第１２／９７
７０２７号（２０１０年１２月２２日提出）、米国特許出願第１２／９７８２６５号（２
０１０年１２月２３日受信）、および米国特許出願第１３／６３２８６９号、において開
示されている１以上のシステム、構成要素、要素、機能、方法、動作、または工程を利用
してよい。それらの文献の各々を引用によって本明細書に援用する。
【０１１４】
　広告
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　特定の実施形態では、広告は、テキスト（ＨＴＭＬリンクされてもよい）、１つもしく
は複数の画像（ＨＴＭＬリンクされてもよい）、１つもしくは複数のビデオ、オーディオ
、１つもしくは複数のＡＤＯＢＥ　ＦＬＡＳＨファイル、これらの好適な組合せ、あるい
は１つもしくは複数のページ上、１つもしくは複数の電子メール内、またはユーザによっ
て要求された検索結果との関連で提示される任意の好適なデジタル・フォーマットにある
任意の他の好適な広告であってよい。それに加えて、または代替として、広告は、１つま
たは複数のスポンサ付きのストーリ（たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１６０上のニュース・フィードまたはティッカ・アイテム）であっても、１つまたは複
数のスポンサ付きのクエリ（たとえば、特定のオブジェクトを参照する提案クエリ）であ
ってもよい。スポンサ付きのストーリまたはクエリは、ユーザによるソーシャル・アクシ
ョンに対する参照（ページに「いいね」を表明すること、ページ上の投稿に対して「いい
ね」を表明する、もしくはコメントすること、ページに関連付けられているイベントに対
してＲＳＶＰすること、ページ上で投稿された質問に対して投票すること、ある場所にチ
ェックインすること、アプリケーションを使用する、もしくはゲームをプレイすること、
またはウェブサイドに「いいね」を表明する、もしくは共有することなど）を含んでもよ
く、この参照は、たとえばソーシャル・アクションをユーザのプロフィール・ページもし
くは他のページの所定の領域内で提示させる、広告主に関連付けられている追加の情報と
共に提示させる、ニュース・フィードもしくは他のユーザのティッカ内で上昇させる、も
しくは他の方法で強調させる、または他の方法で奨励させることによって、広告主が奨励
する。広告主は、ソーシャル・アクションを奨励させるために支払ってもよい。
【０１１５】
　特定の実施形態では、広告は、ソーシャルネットワーキング・システム・ページ、サー
ドパーティ・ウェブページ、または他のページ内に表示するために要求されてもよい。広
告は、ページの上部におけるバナー領域内、ページの側部におけるコラム内、ページのＧ
ＵＩ内、ポップアップ・ウィンドウ内、ドロップダウン・メニュー内、ページの入力フィ
ールド内、ページのコンテンツの上部の上、またはページに関するどこかなど、ページの
専用部分内に表示されてもよい。それに加えて、または代替として、広告は、アプリケー
ション内に表示されてもよい。広告は、専用ページ内に表示され、ユーザがページにアク
セスする、またはアプリケーションを使用することができる前に、ユーザが広告と対話す
る、または広告を見ることを必要としてもよい。ユーザは、たとえばウェブ・ブラウザを
通じて広告を見ることができる。
【０１１６】
　ユーザは、任意の好適なようにして広告と対話することができる。ユーザは、広告をク
リックしても、他の方法で選択してもよい。広告を選択することによって、ユーザは、広
告に関連付けられているページ（またはユーザによって使用されるブラウザもしくは他の
アプリケーション）に導かれてもよい。広告に関連付けられているページでは、ユーザは
、広告に関連付けられている製品もしくはサービスを購入すること、広告に関連付けられ
ている情報を受け取ること、または広告に関連付けられているニュースレターを購読する
ことなど、追加のアクションをとることができる。広告の（「再生ボタン」のような）構
成要素を選択することによって、オーディオまたはビデオを有する広告が再生されてもよ
い。あるいは、広告を選択することによって、ソーシャル・ネットワーキング・システム
１６０は、ユーザの特定のアクションを実行または修正してもよい。限定するものとして
ではなく一例として、広告は、スポンサ付きのコンテンツがスポンサ付きでないコンテン
ツの上で奨励される検索結果ページの検索結果の中に含まれてもよい。限定するものとし
てではなく別の例として、広告は、広告主またはそのコンテンツ／製品を参照する提案ク
エリがスポンサ付きでないクエリの上で奨励されてもよい、提案される検索クエリの中に
含まれてもよい。
【０１１７】
　広告は、ユーザが対話することができるソーシャル・ネットワーキング・システム機能
を含んでもよい。たとえば、広告は、推奨宣伝に関連付けられているアイコンまたはリン
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クを選択することによってユーザが広告に対して「いいね」を表明する、または他の方法
で推奨宣伝することを可能にしてもよい。別の例として、広告は、ユーザが（たとえば、
クエリを実行することによって）広告主に関係するコンテンツを求めて検索することを可
能にしてもよい。同様に、ユーザは、（たとえば、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１６０を通じて）広告を別のユーザと共有しても、（たとえば、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１６０を通じて）広告に関連付けられているイベントに対してＲＳ
ＶＰしてもよい。それに加えて、または代替として、広告は、ユーザを対象とするソーシ
ャルネットワーキング・システム・コンテンツを含んでもよい。たとえば、広告は、広告
の主題に関連付けられているアクションをとったソーシャル・ネットワーキング・システ
ム１６０内のユーザの友達についての情報を表示してもよい。限定するものとしてではな
く一例として、広告主が奨励したいと望む特定の場所またはオブジェクトが、カード・ク
ラスタ５３０のカード４５０内で、またはそれらのランク付けされたカード内におけるユ
ーザのための単一のアイテム・カード４５０として後押しまたは奨励されてもよい。奨励
されるカード４５０のランキングは、ユーザにとって潜在的に関りが少ない別のカード４
５０を表示するために受けた関りの「ヒット」をオフセットするようにダイナミック・オ
ークションを考慮してもよい。別の例として、単にスポンサ付きのアイテムではなくスポ
ンサ付きのカード４５０がユーザに対して表示されてもよい。たとえば、ＮＥＴＦＬＩＸ
カード４５０は、ＮＥＴＦＬＩＸ上で使用可能なコンテンツだけに対応してもよく、スタ
ーバックス・カード４５０は、「近くのカフェ」に対応するカード４５０より前に表示さ
れ得る「近くのスターバックス」カード４５０であってもよい。
【０１１８】
　システムおよび方法
　図１２は、例示的なコンピュータ・システム１２００を示している。特定の実施形態に
おいては、１つまたは複数のコンピュータ・システム１２００が、本明細書において記述
されているまたは示されている１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を実行する
。特定の実施形態においては、１つまたは複数のコンピュータ・システム１２００が、本
明細書において記述されているまたは示されている機能を提供する。特定の実施形態にお
いては、１つまたは複数のコンピュータ・システム１２００上で稼働するソフトウェアが
、本明細書において記述されているもしくは示されている１つもしくは複数の方法の１つ
もしくは複数の工程を実行し、または本明細書において記述されているもしくは示されて
いる機能を提供する。特定の実施形態は、１つまたは複数のコンピュータ・システム１２
００の１つまたは複数の部分を含む。本明細書においては、コンピュータ・システムへの
言及は、適切な場合には、コンピューティング・デバイスを、またはその逆を包含するこ
とができる。その上、コンピュータ・システムへの言及は、適切な場合には、１つまたは
複数のコンピュータ・システムを包含することができる。
【０１１９】
　本開示は、任意の適切な数のコンピュータ・システム１２００を想定している。本開示
は、任意の適切な物理的な形態を取るコンピュータ・システム１２００を想定している。
限定ではなく、例として、コンピュータ・システム１２００は、組み込みコンピュータ・
システム、システムオンチップ（ＳＯＣ）、シングルボード・コンピュータ・システム（
ＳＢＣ）（たとえば、コンピュータオンモジュール（ＣＯＭ）もしくはシステムオンモジ
ュール（ＳＯＭ）など）、デスクトップ・コンピュータ・システム、ラップトップもしく
はノートブック・コンピュータ・システム、対話キオスク、メインフレーム、コンピュー
タ・システムのメッシュ、モバイル電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、サーバ、タブレット
・コンピュータ・システム、またはこれらのうちの複数の組合せであることが可能である
。適切な場合には、コンピュータ・システム１２００は、１つもしくは複数のコンピュー
タ・システム１２００を含むこと、単一型もしくは分散型であること、複数のロケーショ
ンにわたること、複数のマシンにわたること、複数のデータセンターにわたること、また
は、クラウド（１つもしくは複数のネットワーク内の１つもしくは複数のクラウド・コン
ポーネントを含むことができる）内に常駐することが可能である。適切な場合には、１つ
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または複数のコンピュータ・システム１２００は、本明細書において記述されているまた
は示されている１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程を、実質的な空間上のまた
は時間上の制限を伴わずに実行することができる。限定ではなく、例として、１つまたは
複数のコンピュータ・システム１２００は、本明細書において記述されているまたは示さ
れている１つまたは複数の方法の１つまたは複数の工程をリアル・タイムで、またはバッ
チ・モードで実行することができる。１つまたは複数のコンピュータ・システム１２００
は、適切な場合には、本明細書において記述されているまたは示されている１つまたは複
数の方法の１つまたは複数の工程を別々の時点で、または別々のロケーションで実行する
ことができる。
【０１２０】
　特定の実施形態においては、コンピュータ・システム１２００は、プロセッサ１２０２
、メモリ１２０４、ストレージ１２０６、入力／出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース１２０８
、通信インタフェース１２１０、およびバス１２１２を含む。本開示は、特定の数の特定
の構成要素を特定の構成で有する特定のコンピュータ・システムについて記述し、示して
いるが、本開示は、任意の適切な数の任意の適切な構成要素を任意の適切な構成で有する
任意の適切なコンピュータ・システムを想定している。
【０１２１】
　特定の実施形態においては、プロセッサ１２０２は、コンピュータ・プログラムを構成
している命令などの命令を実行するためのハードウェアを含む。限定ではなく、例として
、命令を実行するために、プロセッサ１２０２は、内部レジスタ、内部キャッシュ、メモ
リ１２０４、またはストレージ１２０６から命令を取り出し（またはフェッチし）、それ
らの命令をデコードして実行し、次いで、１つまたは複数の結果を内部レジスタ、内部キ
ャッシュ、メモリ１２０４、またはストレージ１２０６に書き込むことができる。特定の
実施形態においては、プロセッサ１２０２は、データ、命令、またはアドレスのための１
つまたは複数の内部キャッシュを含むことができる。本開示は、適切な場合には、任意の
適切な数の任意の適切な内部キャッシュを含むプロセッサ１２０２を想定している。限定
ではなく、例として、プロセッサ１２０２は、１つまたは複数の命令キャッシュ、１つま
たは複数のデータ・キャッシュ、および１つまたは複数の変換ルックアサイド・バッファ
（ＴＬＢ）を含むことができる。命令キャッシュ内の命令は、メモリ１２０４またはスト
レージ１２０６内の命令のコピーであることが可能であり、命令キャッシュは、プロセッ
サ１２０２によるそれらの命令の取り出しをスピードアップすることができる。データ・
キャッシュ内のデータは、プロセッサ１２０２において実行される命令が機能する際に基
づくメモリ１２０４もしくはストレージ１２０６内のデータのコピー、プロセッサ１２０
２において実行される後続の命令によるアクセスのための、もしくはメモリ１２０４もし
くはストレージ１２０６への書き込みのためのプロセッサ１２０２において実行された以
前の命令の結果、またはその他の適切なデータであることが可能である。データ・キャッ
シュは、プロセッサ１２０２による読み取りオペレーションまたは書き込みオペレーショ
ンをスピードアップすることができる。ＴＬＢは、プロセッサ１２０２のための仮想アド
レス変換をスピードアップすることができる。特定の実施形態においては、プロセッサ１
２０２は、データ、命令、またはアドレスのための１つまたは複数の内部レジスタを含む
ことができる。本開示は、適切な場合には、任意の適切な数の任意の適切な内部レジスタ
を含むプロセッサ１２０２を想定している。適切な場合には、プロセッサ１２０２は、１
つまたは複数の演算ロジック・ユニット（ＡＬＵ）を含むこと、マルチコア・プロセッサ
であること、または１つもしくは複数のプロセッサ１２０２を含むことが可能である。本
開示は、特定のプロセッサについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なプロ
セッサを想定している。
【０１２２】
　特定の実施形態においては、メモリ１２０４は、プロセッサ１２０２が実行するための
命令、またはプロセッサ１２０２が機能する際に基づくデータを記憶するためのメイン・
メモリを含む。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム１２００は、命令をス
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トレージ１２０６または別のソース（たとえば、別のコンピュータ・システム１２００な
ど）からメモリ１２０４にロードすることができる。次いでプロセッサ１２０２は、命令
をメモリ１２０４から内部レジスタまたは内部キャッシュにロードすることができる。命
令を実行するために、プロセッサ１２０２は、命令を内部レジスタまたは内部キャッシュ
から取り出し、それらの命令をデコードすることができる。命令の実行中または実行後に
、プロセッサ１２０２は、１つまたは複数の結果（それらは、中間の結果または最終的な
結果である場合がある）を内部レジスタまたは内部キャッシュに書き込むことができる。
次いでプロセッサ１２０２は、それらの結果のうちの１つまたは複数をメモリ１２０４に
書き込むことができる。特定の実施形態においては、プロセッサ１２０２は、（ストレー
ジ１２０６またはその他の場所ではなく）１つもしくは複数の内部レジスタもしくは内部
キャッシュ内の、またはメモリ１２０４内の命令のみを実行し、（ストレージ１２０６ま
たはその他の場所ではなく）１つもしくは複数の内部レジスタもしくは内部キャッシュ内
の、またはメモリ１２０４内のデータ上でのみ機能する。１つまたは複数のメモリ・バス
（それらはそれぞれ、アドレス・バスおよびデータ・バスを含むことができる）は、プロ
セッサ１２０２をメモリ１２０４に結合することができる。バス１２１２は、以降で記述
されているような１つまたは複数のメモリ・バスを含むことができる。特定の実施形態に
おいては、１つまたは複数のメモリ管理ユニット（ＭＭＵ）が、プロセッサ１２０２とメ
モリ１２０４との間に常駐し、プロセッサ１２０２によって要求されるメモリ１２０４へ
のアクセスを容易にする。特定の実施形態においては、メモリ１２０４は、ランダム・ア
クセス・メモリ（ＲＡＭ）を含む。このＲＡＭは、適切な場合には、揮発性メモリである
ことが可能である。適切な場合には、このＲＡＭは、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）ま
たはスタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）であることが可能である。その上、適切な場合には
、このＲＡＭは、シングルポートＲＡＭまたはマルチポートＲＡＭであることが可能であ
る。本開示は、任意の適切なＲＡＭを想定している。メモリ１２０４は、適切な場合には
、１つまたは複数のメモリ１２０４を含むことができる。本開示は、特定のメモリについ
て記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なメモリを想定している。
【０１２３】
　特定の実施形態においては、ストレージ１２０６は、データまたは命令のためのマス・
ストレージを含む。限定ではなく、例として、ストレージ１２０６は、ハード・ディスク
・ドライブ（ＨＤＤ）、フロッピー（登録商標）・ディスク・ドライブ、フラッシュ・メ
モリ、光ディスク、光磁気ディスク、磁気テープ、またはユニバーサル・シリアル・バス
（ＵＳＢ）ドライブ、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。ストレー
ジ１２０６は、適切な場合には、取り外し可能なまたは取り外し不能な（すなわち、固定
された）媒体を含むことができる。ストレージ１２０６は、適切な場合には、コンピュー
タ・システム１２００の内部または外部に存在することが可能である。特定の実施形態に
おいては、ストレージ１２０６は、不揮発性のソリッドステート・メモリである。特定の
実施形態においては、ストレージ１２０６は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含む。適
切な場合には、このＲＯＭは、マスクプログラムＲＯＭ、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯ
Ｍ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、電
気的書替え可能ＲＯＭ（ＥＡＲＯＭ）、またはフラッシュ・メモリ、またはこれらのうち
の複数の組合せであることが可能である。本開示は、任意の適切な物理的な形態を取るマ
ス・ストレージ１２０６を想定している。ストレージ１２０６は、適切な場合には、プロ
セッサ１２０２とストレージ１２０６との間における通信を容易にする１つまたは複数の
ストレージ・コントロール・ユニットを含むことができる。適切な場合には、ストレージ
１２０６は、１つまたは複数のストレージ１２０６を含むことができる。本開示は、特定
のストレージについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なストレージを想定
している。
【０１２４】
　特定の実施形態においては、Ｉ／Ｏインタフェース１２０８は、コンピュータ・システ
ム１２００と１つまたは複数のＩ／Ｏデバイスとの間における通信のための１つまたは複
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数のインタフェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。コ
ンピュータ・システム１２００は、適切な場合には、これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１
つまたは複数を含むことができる。これらのＩ／Ｏデバイスのうちの１つまたは複数は、
人とコンピュータ・システム１２００との間における通信を可能にすることができる。限
定ではなく、例として、Ｉ／Ｏデバイスは、キーボード、キーパッド、マイクロフォン、
モニタ、マウス、プリンタ、スキャナ、スピーカ、スチル・カメラ、スタイラス、タブレ
ット、タッチ・スクリーン、トラックボール、ビデオ・カメラ、別の適切なＩ／Ｏデバイ
ス、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。Ｉ／Ｏデバイスは、１つま
たは複数のセンサを含むことができる。本開示は、任意の適切なＩ／Ｏデバイス、および
それらのＩ／Ｏデバイスのための任意の適切なＩ／Ｏインタフェース１２０８を想定して
いる。適切な場合には、Ｉ／Ｏインタフェース１２０８は、プロセッサ１２０２がこれら
のＩ／Ｏデバイスのうちの１つまたは複数を駆動することを可能にする１つまたは複数の
デバイス・ドライバまたはソフトウェア・ドライバを含むことができる。Ｉ／Ｏインタフ
ェース１２０８は、適切な場合には、１つまたは複数のＩ／Ｏインタフェース１２０８を
含むことができる。本開示は、特定のＩ／Ｏインタフェースについて記述し、示している
が、本開示は、任意の適切なＩ／Ｏインタフェースを想定している。
【０１２５】
　特定の実施形態においては、通信インタフェース１２１０は、コンピュータ・システム
１２００と、１つもしくは複数のその他のコンピュータ・システム１２００または１つも
しくは複数のネットワークとの間における通信（たとえば、パケットベースの通信など）
のための１つまたは複数のインタフェースを提供するハードウェア、ソフトウェア、また
はその両方を含む。限定ではなく、例として、通信インタフェース１２１０は、イーサネ
ット（登録商標）もしくはその他の有線ベースのネットワークと通信するためのネットワ
ーク・インタフェース・コントローラ（ＮＩＣ）もしくはネットワーク・アダプタ、また
はＷＩ－ＦＩネットワークなどの無線ネットワークと通信するための無線ＮＩＣ（ＷＮＩ
Ｃ）もしくは無線アダプタを含むことができる。本開示は、任意の適切なネットワーク、
およびそのネットワークのための任意の適切な通信インタフェース１２１０を想定してい
る。限定ではなく、例として、コンピュータ・システム１２００は、アド・ホック・ネッ
トワーク、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワ
ーク（ＬＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン・エリア・
ネットワーク（ＭＡＮ）、またはインターネットの１つまたは複数の部分、またはこれら
のうちの複数の組合せと通信することができる。これらのネットワークのうちの１つまた
は複数の１つまたは複数の部分は、有線または無線であることが可能である。例として、
コンピュータ・システム１２００は、無線ＰＡＮ（ＷＰＡＮ）（たとえば、ブルートゥー
スＷＰＡＮなど）、ＷＩ－ＦＩネットワーク、ＷＩ－ＭＡＸネットワーク、セルラ電話ネ
ットワーク（たとえば、グローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーション
ズ（ＧＳＭ（登録商標））ネットワークなど）、またはその他の適切な無線ネットワーク
、またはこれらのうちの複数の組合せと通信することができる。コンピュータ・システム
１２００は、適切な場合には、これらのネットワークのうちの任意のネットワークのため
の任意の適切な通信インタフェース１２１０を含むことができる。通信インタフェース１
２１０は、適切な場合には、１つまたは複数の通信インタフェース１２１０を含むことが
できる。本開示は、特定の通信インタフェースについて記述し、示しているが、本開示は
、任意の適切な通信インタフェースを想定している。
【０１２６】
　特定の実施形態においては、バス１２１２は、コンピュータ・システム１２００の構成
要素同士を互いに結合するハードウェア、ソフトウェア、またはその両方を含む。限定で
はなく、例として、バス１２１２は、アクセラレイティッド・グラフィックス・ポート（
ＡＧＰ）もしくはその他のグラフィックス・バス、エンハンスト・インダストリー・スタ
ンダード・アーキテクチャ（ＥＩＳＡ）バス、フロントサイド・バス（ＦＳＢ）、ハイパ
ートランスポート（ＨＴ）インターコネクト、インダストリー・スタンダード・アーキテ
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クチャ（ＩＳＡ）バス、インフィニバンド・インターコネクト、ローピンカウント（ＬＰ
Ｃ）バス、メモリ・バス、マイクロ・チャネル・アーキテクチャ（ＭＣＡ）バス、ペリフ
ェラル・コンポーネント・インターコネクト（ＰＣＩ）バス、ＰＣＩエクスプレス（ＰＣ
Ｉｅ）バス、シリアル・アドバンスト・テクノロジー・アタッチメント（ＳＡＴＡ）バス
、ビデオ・エレクトロニクス・スタンダーズ・アソシエーション・ローカル（ＶＬＢ）バ
ス、または別の適切なバス、またはこれらのうちの複数の組合せを含むことができる。バ
ス１２１２は、適切な場合には、１つまたは複数のバス１２１２を含むことができる。本
開示は、特定のバスについて記述し、示しているが、本開示は、任意の適切なバスまたは
インターコネクトを想定している。
【０１２７】
　本明細書においては、１つまたは複数の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切
な場合には、１つもしくは複数の半導体ベースのもしくはその他の集積回路（ＩＣ）（た
とえば、フィールドプログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）もしくは特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）など）、ハード・ディスク・ドライブ（ＨＤＤ）、ハイブリッド・
ハード・ドライブ（ＨＨＤ）、光ディスク、光ディスク・ドライブ（ＯＤＤ）、光磁気デ
ィスク、光磁気ドライブ、フロッピー（登録商標）・ディスケット、フロッピー（登録商
標）・ディスク・ドライブ（ＦＤＤ）、磁気テープ、ソリッドステート・ドライブ（ＳＳ
Ｄ）、ＲＡＭドライブ、セキュア・デジタル・カードもしくはドライブ、その他の任意の
適切な非一時的なコンピュータ可読記憶媒体、またはこれらのうちの複数の組合せを含む
ことができる。非一時的なコンピュータ可読記憶媒体は、適切な場合には、揮発性、不揮
発性、または揮発性と不揮発性の組合せであることが可能である。
【０１２８】
　その他
　本明細書においては、「または（もしくは）」は、包含的であり、排他的ではない（た
だし、そうではないことが明示されている場合、または、そうではないことが文脈によっ
て示されている場合は除く）。したがって、本明細書においては、「ＡまたはＢ」は、「
Ａ、Ｂ、またはその両方」を意味する（ただし、そうではないことが明示されている場合
、または、そうではないことが文脈によって示されている場合は除く）。その上、「およ
び（ならびに）」は、包括的および個別的の両方である（ただし、そうではないことが明
示されている場合、または、そうではないことが文脈によって示されている場合は除く）
。したがって、本明細書においては、「ＡおよびＢ」は、「まとめて、または個別に、Ａ
およびＢ」を意味する（ただし、そうではないことが明示されている場合、または、そう
ではないことが文脈によって示されている場合は除く）。
【０１２９】
　本開示の範囲は、当技術分野における標準的な技術者が理解するであろう、本明細書に
おいて記述されているまたは示されている例示的な実施形態に対するすべての変更、置換
、変形、改変、および修正を包含する。本開示の範囲は、本明細書において記述されてい
るまたは示されている例示的な実施形態に限定されない。その上、本開示は、本明細書に
おけるそれぞれの実施形態を、特定の構成要素、要素、特徴、機能、オペレーション、ま
たは工程を含むものとして記述し、示しているが、これらの実施形態のいずれも、当技術
分野における標準的な技術者が理解するであろう、本明細書の任意の箇所において記述さ
れているまたは示されている構成要素、要素、特徴、機能、オペレーション、または工程
のうちの任意のものの任意の組合せまたは順列を含むことができる。さらに、特定の機能
を実行するように適合されている、実行するようにアレンジされている、実行することが
できる、実行するように構成されている、実行することを可能にされている、実行するよ
うに機能できる、または実行するように機能する装置もしくはシステム、または装置もし
くはシステムの構成要素への添付の特許請求の範囲における言及は、その装置、システム
、構成要素、またはその特定の機能が、有効化されているか否か、オンにされているか否
か、またはロック解除されているか否かを問わず、その装置、システム、または構成要素
が、そうするように適合されている、そうするようにアレンジされている、そうすること
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ができる、そうするように構成されている、そうすることを可能にされている、そうする
ように機能できる、またはそうするように機能する限り、その装置、システム、構成要素
を包含する。

【図１】 【図２】
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